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和歌山県管内図（森林計画配置図）
平成２５年４月１日現在

9理院承浬平１４建複第149号国土
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第１森林・林業。木材編

森林資源

森林資源
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天然林の現状

森林計画
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Ｉ
１

２

３

４

５

６

一





Ｉ 森 林 資 源
１森林資源

ポイント
・本県の森林面積(平成25年４月１日現在)は、362,972ha
・県土総面積472,629ha(平成24年10月１日現在、国土地理院)の77%
・民有林面穂は345,475haで、森林面積の95%
国有林面稜は17,497haで、森林面積の5%

・民有林（5条森林）の蓄積は99,043千nl3で、年間986千m3の成長量

土地利用の状況
平成25年４月１日現在

5ha

森林面積
平成25年４月１日現在

国有林
(4.8%）

17,497

wha

資料：林業振興課業務資料
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＜民有林の森林資源＞

民有林のうち地域森林計画対象森林は344,943ha、対象外森林は532ha

民 有 林 面 積 の 内 訳 民 有 林 蓄 積 の 内 訳

平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 現 在 平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 現 在

ha ３

＜民有林樹種別蓄積＞
平成25年４月１日現在

単位am３
区 分 ｜ 紀 北 ｜ 紀 中 ｜ 紀 南 ， 合 計

樹一樹
一乗》葉

針》広
77,873,913
ＤＣ■●■●Ｇ●●●ＢＯＣ●■●●●●●●■

１１１，３５０
14,819,651
6■●●●●●●●●●●●●●●ｅ●■●●1

53,648
16,589,247
●､●●■●ｅ●、●●●●●■●●●｡●●

28,450
46,465,015
毎 ＠ ● ■ ● ● ■ ● ■ ① ｡ ● ■ ● ｡ ● ■ ● ● ● 色

29,252
人
工
林 計 14,873,299116,617,697146,494,267177,985,263

樹》樹
一茱鑿渠

針唖広
１
》
７

銀一“
７
》
２

“一郎》４
1,010,847

●●●●●●｡｡●。●●Ｃｅ･CCqQ●●

10,401,984
2,970,582

早＄①■Ｑ■｡■■●■■■ｐ■ｑ■■■■■

18,086,867
1,511,894
,●●■の白■●｡●●●､ｃｃ●ｃｅｅ

２,722,246
天
然
林 計 4,234,14015,410,478111,412,831121,057,449

針 葉 樹 計
置..…糞.…樹….許

47,475,862
■●●■gGOQe●｡e●Ｃｅ■●●●､○

10,431.236
80,844,495
0●■●G■●●●●●■■●●凸●●beq

l8,198,217
16,331,545
D●O●DDC･■､O●9｡●000●q■I

2,775,894
17,037,088
■■●■Ｇａｏ●●●■●●●●●b●●●●

4,991,087
今ロ 計|19,107,439122,028,175157,907,098199,042,712

＜民有林年間成長量＞
平成25年４月１日現在

単位:m3
紀 中 ｜ 紀 南 合 計

900,933
84,580
985,513

区 分
人 工 林
天 然 林
合 計

鍬一岬一岬一岬 532,340
50,463
582,803

217,789
20,297
238,086

資料：林業振興課業務資料
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＜市町村別森林率＞
市町村別森林率で85％以上は田辺市をはじめ県南部を中心に８市町村に及ぶ。
また、５０％未満は、和歌山市をはじめ、県北部に多く位置する。

市町村別森林率
県平均７６．８％

地理院承認平１４隠複詔1４９圓

蕊割 . - 岩出市
づ９

妃の川市和歌山市

美野町

海面市
ザ＆

有田市
田川町

;露畔》｜”、や
̅

蔵べ扮蔵べ

凡 例
一森林率B5%以上
弓７５%̅B5%未満
”６５%～75％未満
F５０%̅65%未満
r-̅1５0%未満

馳町

注：１森林率＝森林面積/県土面積×100
２森林面積は平成25年４月１日現在

資料：林業振興課業務資料
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２人工林の現状

ポイント
・民有林（５条森林）の人工林面積は208,707ha、人工林率は60.5%
・民有林（５条森林）の人工林蓄積は77,985千m３
・人工林樹種別構成(面積)は、スギが43％、ヒノキが55％、その他が3％である
・齢級別構成（面菰）では、１１齢級(51～55年生)がピークで、18.1％を占める

人工林樹種別構成(面積及び蓄積）

|ロスギロヒノキ回その他’

甥守ダダ謬停？心・白--一・メメ〆〆〆〆係〆〆

114,106
(54.7%）

5,867
(2.8%）

88,735
(42風5%）

面 積
208,708ha

、 Ｉ

38,936
(49.9粉

８

１

８

％

４
９
，
可
Ｉ

１
１
Ｊ
Ｉ
、

37,562
(48.2粉蓄 積

77,985千m３
串Ｉ

0 ％ １ ０ ％ ２ ０ ％ ３ ０ ％ ５０％６０％７０％８０％９０％１００％
Ｃ

構成比
40％

（単位面積:ha､蓄積:¥m3)
その他とは､スギ･ヒノキ以外の針葉樹及び広葉樹

スギ齢級別面積 ﾋﾉｷ齢級別面積

276
[ ～Ⅶ

熱

総面積
88.735ha

Ⅷ～
(93.蝿）

82,899

単位:ha単位:ha

資料；林業振興課業務資料
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＜民有林人工林齢級構成＞

民有林人工林齢級構成
ha

４０,０００

35,000

30,000

面25,000
20,000

積15,000

１０,０００

．５，０００

．０

“。》函。つ一．
｜②剖守『函の一②や一切◎つ 画《一句の闇一一

一割》樗楢画一一．一一ｍ一の一
一一《Ｎの’ 。。④“画

画壷、“一
、旬やい一

や。やの『 ご 思 里 = 隠
酎笛一馬･-､臼…一望
‘ 關 同 画 , 烏 向

画里の同
一国今抱面［心劃“［一回一いい［←一ｍｏｌ

I ロ

一 極 “ 仁 、 ｡ 劃 、 〔 ロ 一
ロ

一 一

色 心 一ｍ一ｍ 堕
逗
ｈ

画○一四
一 一

二 侭 一，一劃

齢 級

＜民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞

民有林人工林の齢級別面積
百ha

500 ---昭和51年
一 平 成 2 5 年

-------.--.----言394B-百ざ------------．----．-．･･--．--．．-．-．---.-.-.--.----._..__._.______._406

３ ４ ７ ／ 3 7 8 兵
侯 ３６９

ミー３４５，

. . . . - - . . . r - - . - - - - - - . . . . . . . . . . . - - E . . . . . . . . . . - - . - - . - - - - - - - . - - - - - . - - 3 0 5 - . . . - . - - - . - - - - - _汀･･-.--.-.---.-..-..-.--．-．．．．．--･･･‘‘..．･･一･･･‘---．-．-．-------．--------305-..,‘_._-_.-‘_‘..‘..-
多 砧

Ｚ---翌一〃 、

2 2 i , .２ ２ ２ n ．･･--･･-･=------･･---･--･-･･--.---２０２･････.--.....---.-...-..-.-
, 1721 〆寺

400

人
工３００
林
面
積２0０

１１５
- 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ー 一 一 一 ■ ■ ■ 1 ■ ■ ー 一 一 ﾛ ■ ■ - - - -

８３==６９ｍ■５５-=４８．．３９．．３６画ロ４６1００

- ２ ７- ２ = １ １ = １ 0 = 1 ４０
１ ３ ５ ７

齢 級
13以上９ 1１

資料；林業振興課業務資料
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＜市町村別人工林率＞
人工林率は、田辺市をはじめ11市町村が60%を超え、そのうち5町は70%を超える

市町村別人工林率
県平均６０．５ ％

国土地理院承認平１４総複第149号

本市

<J r- 岩出市岩出市出市
九度山町記̅の川市記̅の川市記̅の川和歌山市

紀美野町町

海南市
▽。

有田市

or垂’瀞
̅

広川広川
良町

高川P

辺市飯パ

宮市

、

宕 』

古古座川町古座川町古座川町Ｉ
人工林率

｢､７０%以上
R６０%～70%未満
"５０%～60%未満
mB0%～50%未満
扁日O%未満

鋤町すきみ町

●

錨雰

人工林率＝人工林面積／森林面積×100
人工林面積は平成25年４月１日現在

注 : １
２

資料：林業振興課業務資料(地域森林計画対象森林）
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３天然林の現状

ポイント
・民有林（５条森林）の天然林面積は131,514haで、３８%を占める
・民有林（５条森林）の天然林蓄積は21,057千m３
・天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが6％、その他針葉樹が1％である

天然林資源状況

口広葉樹
口マツ
回その他針葉樹

その他針葉樹
１％
1,246

単位:ha

天然林資源状況
(ha)30,000

20,000
面

基『“画の一心①割
、。、

一胸・のＢ同

一②-９ｍ鰯

一
鵠
念
■

す壷凶①の一ロ■卓一画

一○『一ゞの一草室一画ロ画画亘ロロロ

四画、ゞ
画

稲
1０,０００ 一 一 一 一 一 一 - ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

唾・全樟面
一句の一ｍ

夛抱一岬
二○○ｍ櫓一○“の劃

妄一○塵一四○劃
０ ■ ■

１ ３ ５ ７ ９ １ １ １ ３ １ ５ １ ７ １ ９ ２ １ 以 上
齢 級

資料：林業振興課業務資料
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４森林計画

ポイント
。,森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国、地域等の各段階において森林施業の
計画量や施業方法等を系統的に定めるシステム・森林の有する多面的機能を高度に発揮させるため、森林の機能を『木材生産機能」
「水源酒養機能」「山地災害防止／土壌保全機能」「快適環境形成機能」「保健・
文化／生物多様性保全機能」に区分し、それぞれの機能に応じた施業を実施

＜森林計画制度の体系＞
(政府）

j撹饗:醐璽
F 一

(森林・林業基本法第11条）森林。
･森林・林業施策に関する基本的な方針
･森林の多面的機能の発揮並びに林産物の供給及び利用に関する目標
･森林及び林業に関し、政府が総合的・計画的に講ずべき施策

Ｉ(農林水産大臣〕
’一̅蒸蒜薑瀧蕊蕊許置̅̅̅̅｢１
#---"E'ssgE'g､=zzg0=----il

----+造林､林道､治山等の事業量等に関し､農’
１林水産大臣が閣議決定を経て5年毎にたて’
１る5年間の投資計画L___-.-.--.-..--..-.-..-.-..-.-.--..--..--..-._.』

窒国森林肝画（森稀法第卑築）
･森林の区分ごとの森林整備及び保全の基本方針
･全国の森林の整備及び保全の目標
･伐採、造林、間伐、林道開設、保安林、森林の
保護、治山事業の施行の計画量

’5年毎にたてる１５年間の計画

↓↓ (森林管理署長）(都道府県知事）
国有林毎地域別襄赫計画（森林法第7条”2）馳域森林計画（森林法第５識

･対象とする森林の区域
･森林の整備及び保全の目標
･伐採、造林、間伐に関する事項
･林道、保安林の整備、治山事業に関する計画
･経営の委託、合理化、森林の保護に関する事項

･森林の区分ごとの森林整備・保全の基本方針
･国有林の整備及び保全の目標
･伐採、造林、間伐、林道開設、保安林、治山事業
施行の計画量

←蕊豊。

Ｉ 5年毎にたてる１０年間の計画５年毎にたてる１０年間の計画 森林計画区ごとに計画
紀北地域森林計画
紀中地域森林計画
紀南地域森林計画（市町村長）

市町輔溌鋤爵画(嚇篭10条の5) 、〆

･伐採、造林、保育に関する率項
･立木の標遡伐期齢、造林樹種
･間伐実施林齢、方法
･公益的機能別施業森林区域、施業の方法
･委託施業・経営の促進に関する事項
･病害虫駆除等森林の保髄に関する事項 Ｉ 』

１
１
１

*
｡讓裳黒署鑿ﾄ画Ｉ 県内全市町村で計画

霧掩躍獅画鰯赫法第Ⅲ鐙
･森林経営に関する長期方針
･森林の面積、樹種、林齢、立木材積
･伐採、造林、間伐する森林の所在、時期、面積、方法
･病害虫駆除等の森林の保護に関する事項
･作業路網の整備等の措置
5年計画

- ８ -

計画的な森林施業に対する優遇措置
①税制上の特例措腫
②造林補助金の割り増し
③日本政策金融公庫資金等の低利融資
④森林整備地域活動支援交付金の交付



５森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は、合理的な森林施業を推進し、森林資源の持続的な管理と林業経営
の健全な発展に貢献している

・森林施業計画の認定面積の累計は平成23年度で民有林（県有林を除く５条森林）の６３
％にあたる213,360haである

。平成23年度の認定実績は98,523haである
・平成14年度に森林施業計画制度が改正されたため、平成14年度からの数値は新基準に
よる認定実績である。

森林施業計画認定累計ha

300,000 繊 。 ．
ⅢＩⅢ怖抑榊播。250,000

200,000認
定
面
積
累
計

1５０,０００ 芦

100,000

50,000

’ , | , l l , 』 1 , I０ Ｉ ロ ﾛ

７ ８ ９ １ ０ １ １ １ ２ １ ３ １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ ２ 0 ２ １ ２ ２ ２ ３

年 度

森林施業計画認定実績ha
250,000 病、“辱め。“
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リ

ａ

晶

凹

■鮒
の
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寺
埠
鯛５８

”ぬ虫○ｍｍ略

一の。』園垣埠ｇ・等繩”塞一霧壷一

Ｒ
ｕ
』
一
展
Ｕ
“
時
自

彊

“
寸
哩
の
寸
閖０
-

６９

叫

呂②曇辱郷一塞聚》一一

“葛一爵睡雪録唾一厘

195202
03.25７100,000

←○汽唖←
ぬトト凸函一

トの函や①一

。。。芦“
995 "埋哩”郵一

ｇ“画”癖一
劃扇喧嘩一

50,000

,瀞獅蝋躯９０
７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３

年 度
※平成14年４月1日より、｢属人｣｢属地｣という区分は廃止された

資料:林業振興課業務資料
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６流域管理システム

ポイント
・森林を管理する上で合理的な地域の広がりである「流域」を基本単位とする
・流域内の市町村、森林･林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材の生産･加工・
流通各部門の連携による民有林･国有林を一体とした森林整備と国産材供給体制を整備

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」並びにセンターの下に
「流域林業活性化協議会」及び「専門部会」を設置

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策定
し、その具現化に向けた取組みを推進

’

和歌山県における取組み
･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の3流域である。
･平成3年度から平成6年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性化
基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成7～9年度に策定した。

･活性化実施計画は概ね５年程度で見直しを行っている。

1

１

囚土姓咀侭承遅平↑4m■穂1卵q

和歌山県各流域の概要
『'̅.｡..-'･--'･･･'･-･･---.｡'ﾛ･･･‘････‘･････-･･-･･,｡-‘･---.｡-‘･‘･‘･‘･‘･‘･‘･‘｡．,．---‘･..-.･-..i
I(紀北流域林業活性化センター）
Iセンターの設立平成6年９月16日
|センター事務局海草振興局地域振興部林務課内
I活性化協議会の構成員数：２０名
:専門部会生産流通加エ部会

森林活用部会

!(紀中流域森林・林業活性化センター）
iセンターの設立平成3年12月4日
iセンター事務局日高振興局地域振興部林務課内
:活性化協議会の構成員数；２３名
I専門部会林業労働対策･作業道等路網対策小委員会｜

流通加工対策小委員会L..__､.....-... .-_--..---..-..-.‘-....-..-----.... . .---‘...-･‘.‘.．｡‘.｡‘.｡‘.｡‘.｡‘.．

i(紀南流域林業活性化センター）
: セ ン タ ー の 設 立 平 成 4 年 ７ 月 3 日 （ 東 地 区 ) ：

平 成 5 年 1 2 月 9 日 （ 西 地 区 ) ：
Ｉセンター事務局東牟婁振興局地域振興部林務課内（東地区)I

西牟婁振興局地域振興部林務課内（西地区)：
:活性化協議会の構成員数：１４名(東地区）１３名(西地区）
溥門部会木材需要拡大部会、森林管理部会（東地区)：

森林空間等多目的利用部会（西地区)1
森林経営改善・特用林産等部会（西地区)：
林業生産基盤･素材流通合理化部会（西地区)i
木材加工高度化・需要拡大PR部会（西地区):’

’

- １０ -



森林の保全

保安林

林地開発行為の許可

県土の保全・治山事業

森林被害

紀の国森づくり基金事業

Ⅱ

１

２

３

４

５

戸





Ⅱ森林の保全
１保安林

ポイント
・公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
・県下の保安林面積は（平成25年４月１日現在)13種類で131,440haである。
・県下の森林に占める保安林率は36％となっている。
・所有別内訳は国有林が16,220ha、民有林が115,220haとなっている。

保安林の種類別面積
保安林総面積:131,440ha 防風保安林

ﾑ勝嚇爆雲”１部０
、潮害防備保安林

（0.1%）１７７
干害防備保安林

〃(0.8%）９９９
落石防止保安林

/綴楳安赫 ６
一(0.0%） １８

-魚つき保安林
(0.3%)３９１

、航行目標保安林
( 0 . 0 % ) １

-保健保安林
（0摩5%）５９８
風致保安林

土砂崩壊防備保安林
（0.5%） 4４

土砂流出防備保
(21.9%）

28,724

その他
(1.7%）
2,280

一一一一三水源かん養保安林
(75.9粉９９噸792

≦….....=.'.....̅̅辱Z(0.1%)
の 重 複 に つ い て は ７ ７

(単位:ha) 上位の保安林へ計上

保安林面積の推移(ha)
１６００００

１４００００
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資料：森林整備課業務資料
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２林地開発行為の許可

ポイント
｡１haを超えて開発行為を行う場合Iま知事の許可が必要
・森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため､林地開発許可､連絡調整を行っている
・開発許可実績は、平成24年度末で135件2,351ha
・連絡調整実績は、平成24年度末で268件2,794ha

林地開発許可面積割合ha林地開発許可実績
０

０

０

４

３

２
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1,200
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０

０

０

０

０

０

０
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昭和50年～平成24年度実績合計:135件2,351ha

連絡調整実績面積割合連絡調整実績
ha

1,200 宅地造成
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昭和50年～平成24年度実績合計：268件2,794ha

資料：森林整備課業務資料
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３県土の保全・治山事業

ポイント
・治山事業は、林地の崩壊を防止・復旧するとともに、水源林の造成を行う。
・地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりを目指している。

治山事業の推移(事業費）
憶円
５０

4０ - １ ■ ロ ー ｑ ■ 中 ロ ■ ＝ ■ ｰ ー ｰ ｰ 一 一 寺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｑ ■ Ｉ ■ の 色 つ - - ー 一 口 ＝ ウ ■ ロ ■ ａ ■ Ⅱ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ｡ ■
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1 ６ １ ７ １ ８ １ ９ ２０
年度

2 １ ２ ２ ２ ３ ２ ４

治山事業の事業別内訳
（平成24年度）

治山激甚災害対策特別緊急事業
復旧治山事業

地すべり防止事業
水源地域等保安林整備事業

予防治山事業
地域防災対策総合治山事業

山地災害総合減災対策治山事業
漁場保全関連特定森林整備事業

県土防災対策治山事業

0１２７１ Ｄ

ｑ

8

1,630Ｉ！
288

Ｉ484；
面=画

全体事業費3,965百万円一一ｒ 851
６

９

０

０

０

０

０

６

日

△

５

§

■

日

113

25

１４７

１５６

■
■
■
■
６

Ｆ
▲
■
凸

ﾛ

０ 1,000 2,000 3,000

事業費 百万円

資料：森林整備課業務資料
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４森林被害

がイント
平成23年度の松くい虫の被害材積は408,3て昨年度に較へて134,3減少した
予防を徹底するため特に保全すへき松林を聖点に総合的も防除対策を進めている
平成11年８月頃和歌山県奈良県三重県にまたがるカノノナカキクイム〆による
力〆類の集団枯損被害が発生し和歌山県では西牟婁地域'二被害が広がり平成２３
年度の被害実損面積は１３９haてあった
平成23年１月～12月の森林人災発生件数は９ヶ所４４０haてあった
平成23年度台風12号豪雨災害等により水害が発生しは24291h aてった

松くい虫被害材積と駆除材積及び防除面積
匡．被害材積…駆除材積一予防面積

8006,000
Z翌Ｉ 700

5,000
600

4,000

材積
3,000

500
面積

400

300
2,000

200

1,000 1００

００
６２６３元456 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3

年度

森林被害実損面積(ha)

資料：森林整備課業務資料

１
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年度 松くい虫 カモシカ シカ ノウサギ ガ
シ

ナ
ム

ノ
イ

シ
ク

カ
キ

H1２ 122.09 37.82 53.61 3．５６ 0．３５
H1３ 190 0８ 1５ 3１ 2１ 0５ ４7５ 0．０２
114 185 4４ 4１ 6５ 5９ 8２ ５1０ ０.１１
115 290 4８ ０6０ 3６ 2５ ８5０ q■■■■

116 7６ 9６ ０40 3１ 2３ 1１ 0０ 0．０２
117 6４ 3５ １2０ 3２ 10 ４90 ０0０
118 159 8８ １0０ 1６ 9０ ３5０ ０0０
119 165 2８ ３5０ 3４ 6０ 2２ 5２ ０2２
120 114 7９ ２1０ 3１ 7１ ４0１ ０0５
121 6２ 8４ ２7５ 4０ 2２ ００O ０2９
122 1９ 2６ １8３ 5９ 8６ ０0０ ０9５
123 1９ 9７ １0６ 5３ 2７ 0 00 １3９



＜森林火災＞
平成23年１月～12月の森林火災発生件数は、９ケ所、4.40haであった。

月別火災発生件数 玉
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■ ● ■ ● ｡ ◆由 ■ 色

△ a
由 ■ 色

△ a ● ● ■ ■ 由 句 ■ 中 ● -
Ｇ Ｇ ｐ ｐ ｡ ● ■ ● 舎 由■ ■ ■ O 申 ･ ● ｡ " 缶
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1 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

※冬から春先にかけての時期と８月に森林火災の発生が多い。

＜その他の自然被害＞

＜
成22年度末の＆目島険の契約保は、次のとおりとなっている

面稲(ｈａ 契約（１
平 成 2 2 年 度 の ， ， Ｉ １ ５ ９ ９ ３ ８ ￥

平

※契約率(%)は、民有林の人工林面積に占める面積割合である。
資料：森林整備課業務資料
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年度 実
罰Ｉ １

■■

Ｉ

ｂ 水害
面Ｉ
雪害

(ha)
干害 凍害

被 害
風害 水害

Ｚ域面；
雪害

i(hai
干喜 ｌ

■ ガ Ｉ
Ｕ
里
戸

■
Ｉ
Ｄ

H４ 2.00 0.30 2.45 0.36 2.00 0.30 18.83 0.36
H５ 2.28 9.72 ２9０ 38.06
H６ 0.33 0.18 16.22 0.04 3.12 ２7８ 49.07 0.33
H７ 1.０９ 339.66 0.48 １1９ 9g8_25 0.48
H８ 0.21 34.72 ０2１ 227.36
H９ 0.01 0.77 0.02 ０7７
H10 903.42 2,926.80
H1１ 0.85 0.85
H1２ 19.31 0.02 19.31 0.02
H1３ 11.57 11.57
H1４
H1５ ０．４４ 0.44
H1６ 3.38 3.38
H1７ 0.０２ 41.92 0.02 13.53
H1８ 0.24 1.79 0.24 2.88
H1９ ０．３０ 3.77 0.30 3.77
H20 3.93 9.28
H2１ 14.35 0．１１ 29.65 17.34 ０.１１ 59.2
H2２ 0．０４ 1．３６ 0．８８ 0．０４ 1．３６ 0．７３
H2３ 242.91 242.91



５紀の国森づくり基金活用事業

ポイント
、議員提案による『紀の国森づくり税条例」、「紀の国森づくり基金条例」が、平成17年
１２月議会で成立。、平成18年度、「紀の国森づくり基金活用検討会」を設置し、基金の活用方法を検討。

・平成19年４月から両条例が施行されたことに伴い、「紀の国森づくり基金活用事業』を
１９年度から実施。

．事業内容は、基金活用検討会の検討結果を踏まえ、県民主体、県民との協働を重視した
「公募型」等。

、応募された事業は、紀の国森づくり基金運営委員会に諮り、採択。
、税条例については、平成24年度から5年間延長。

’ １｢紀の国森づくり基金活用事業｣の概要

Ｏ県民税均等割超過課税方式・個人年額500円
・法人等均等割の5％

○年間税収見込約2.6億円
(１０年間約26億円）

紀の国森づくり税

積み立て-口
紀の国森づくり基金

且 紀の国森づくり基金
運営委員会

■■■■■■■■

〆

基金に関する
調査審議公益性の確保

透明性の確保
効果の検証

の確保
の確保
検証 騨紀の国森づ

(第5条）
優れた識見
８名以内

任期:２年

…
工工取り崩し

ﾄ、の保全及び森林と共生する文化の創造に関する施策！森林環境

イ紀の国の森をつくる･まもる

(ｱ)森林の重要性の普及･啓発
(ｲ)森林を舞台にした遊びの場の提供
(ｳ)森林環境研修
(工)森林･林業体験

(ｱ)放濫され荒廃した森林の整備
(ｲ)異分野の協働による森づくり
(ｳ)歴史的･文化的価値の高い樹木等の保存
(工)森林整備リーダーの育成

ウ紀の国の森をいかす

(ｱ)公共の場への木材の利活用
(ｲ)森の宝物の利活用
(ｳ)森林の利活用に関する調査･研究等

県民が知ること
理解すること
参画すること

、 ノ

-１６-

実施方式

{ア紀の国の森とあそぶ．蕾なぶ

条例の基本理念



平成24年度紀の国森づくり基金活用事業(公募分)の実績

活用の方向性別実施状況

注）複数の方向性を含んだ事業があるため､応募件数とは一致しない。

団体､市町村別実施状況

り

(公募概要）
公募期間：平成23年１２月１５日～平成24年２月１日
公募期間：平成24年６月２８日～平成24年７月２５日
採択件数：４９件(うち実施45件）

-１７-

活用の方向性 実施件数
申請額

金額(円）：シェア(％）
主な事業内容

１森とあそぶ｡まなぶ 31件 14,695,391 25.4 小･中･高校生の林業体験等

２森をつくる･まもる 24件 300944,957 53.6 荒廃森林の間伐､広葉樹の植栽､竹林の整備､里山
の復元等

３森をいかす 9件 12,121,314 21.0 間伐材によるペンチの作成設世等

４提起 0件 ０ 0.0

計 45件 57.761,662 100.0

地 域 実施件数
申請額

金額(円） シェア(％）
備 考

団体等鯛瀦及び径 32件 27,277,518 47.2

市町村 １３件 30.484,144 52.8

計 45件 57,761,662 100.0
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林業経営

造林

間伐

素材生産

林道・作業道

林業機械

林家等と林研グループ

林業経営

林業普及指導

特用林産物の生産

山林用種苗の生産

森林組合

林業労働

llil

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

１

１

１

１

１

わかやま森林と緑の公社

林業金融





Ⅲ 林 業 経 営
１造林

ポイント
・平成23年度の造林面積は、265haであった
・戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少
・樹種別ではヒノキが最も多く、平成23年度には48.7％を占める
・資金別では補助造林が最も多く、平成23年度には71％を占める
・平成23年度の1haあたりの造林経費(人工造林)は739,500円であった

造 林 面 積ha

（1,200
口再造林

ロ拡大造林
)2６ ニ
リ

1,000

697

1 職
800

:60'
-

400

朏蝿200

。 劃／０ ６１６２６３元２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３
年 度

平成23年度地域別造林面積

日高郡
(11.7%）
３１

西
(69.8%）
１８５ 単位:ha

資料:H25.3.31現在森林整備課業務資料
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樹種別造林面積
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<1ha当たりの経費:平成23年度スギ･ヒノキ3000本植え＞

（単位:円）
1 ■ ■

地栫え 植え付け 仮植・運搬 計苗木

23,700 739,500人工造林 229000 244,800 242,000

資料：Ｈ25.3.31現在森林整備課業務資料
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２間伐

ポイント
・健全な森林の育成を行うための適切な間伐作業の推進
・平成23年度の間伐実績は6,900haであった

ロ造林事業､治山事業､自力等
ロ間伐事業

間伐実績の推移
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年度
(注）間伐事業の経緯

間 伐 促 進 総 合 対 策 事 業 ～ S ６ １
森林地域活性化緊急対策事業H１～S６２
間 伐 促 進 強 化 対 策 H ２ ～ H ６
流域総合間伐実施事業H７～H９
水土保全森林緊急間伐実施事業H10～H１３

(H14から造林事業と統合）

樹種別間伐面積
平成23年度

』

(単位:ha)

H24.3.31現在森林整備課業務資料
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３素材生産

ポイント
・平成23年の素材生産量は164千m3で、前年と同程度で推移した
・素材生産量164¥m3のうち製材用が143千m3と87%を占める
・樹種別ではスギが55％、ヒノキが42％である
・平成23年の生産林業所得は23.3億円で、前年と同程度で推移した。

用途別素材生産量
千m３
４0０

回チップ用
■その他
国製材用301

265266.249.228230

９
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300
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１６闇皇豐_1騨単161_160164-161160･164
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材
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産
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５５ ２ ５ 号黒剛F４-塁５ ０ E=TF==F

一一 翻０ ■ ■ ■ ー | 議 鴎 蕊
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』

６
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８266 ９０
鉈１

７245243 234 216208 0２1００ 193 1７６ 1５７
1４５1４４ 1４３
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スギ･ヒノキ等の素材生産量の推移千m３
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林業生産所得と素材生産量の推移
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資料：生産林業所得統計報告書、木材需給報告書
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４林道。作業道

ポイント
・民有林林道の総延長は平成24年４月１日現在で697路線1,828kmとなった
そのうち、自動車道は1,544km、林道密度は4.47nyha、舗装率は614%である・作業道の総延長は平成24年４月１日現在で1,257kmとなった
林道十作業道密度は8.93m/haである

林道開設の推移
(m)
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作業道開設の推移
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管理主体別林道延長

延長単位:、
資料：林業振興課業務資料
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市町村別林道密度
(平成24年４月１日現在自動車道）

理院象習平１４巴摸泌1,49回土

ざ - 援

和歌山市

『唖一Ｕ…

守４

灘 Ｉ

鞭
Ｚが

意 蔬

鴎
凡例
…５．０m以上
Fニーコa.5̅５．０ｍ
■■■2hO̅s･5m
Ⅱ工口]o.月零.２ｍ
｢司０．Sm未満

署璽逮罫

踵罰
すさみ宙

密度＝自動車道/民有林面積
林面積は平成23年４月１日現在

注１ :林ﾛ歌山県
２：

市町村別林道､作業道密度
(平成24年４月１日現在自動車道十軽車道十作業道）

哩土

作業道密度＝(自動車道十軽車道十
民有林面積
面積は平成23年４月１日現在

＋
〃
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５林業機械

ポイント
・林業機械で台数の多いものは、チェーンソーの3,984台、刈払機の6,469台である
・その他に多く使われているのは、集材機、モノレール、フォークリフト、クレーン付

トラック等である。・高性能林業機械はプロセッサが最も多く、低コスト林業の推進により、フオワーダ、
スイングヤーダ多く導入されている。

平成23年度林業機械・器具の現況

-２６-

１Ｐ
Ｂ
Ｆ
け 戒 重 名 箇 要 台 数

高
性
能
林
業
機
械

プ ロ セ ッ サ
ハ ー ベ ス タ
フ ォ ヮ ー ダ
タ ワ ー ヤ ー ダ
スイングヤーダ
フェラーバンチヤ
ス キ シ ダ

枝払い・玉切りする自走式機械
伐倒・枝払い・玉切りする自走機械
積載式集材専用車両
元柱を具備した自走式集材機械
簡易索張が可能で、旋回可能なブームを装備する集材機械
立木を伐倒、集積する自走式機械
牽引式集材専用のトラクタ

3０
６

､１９
１

2０

I■■■■

そ
の
他
林
業
機
械
・
器
具

グラップルソー

索道 索道重力式
索道動力式

集材機 小型集材機
大型集材機

モ ノ ケ ー ブ ル
リモコンウィンチ
自 走 式 搬 器
モ ノ レ ー ル

小 型 運 材 機

ホイールタイフ°トラクタ
クローラタイフ°トラクタ
育林用トラクタ
フォークリフト
フォークローダ
レ
ン

ク
一

運材機能なし
運材機能あり

ツル

ク
ラ
ブ

クレーン付
ト ラ ッ ク

トラクタショベル
ｼｮﾍﾞﾙ系掘削機械
チ ェ ー ン ソ ー
ﾁｴｰﾝｿｰ付ﾘﾓｺﾝ装 量
刈 払 閾
植 穴 掘 錨

動 力 枝 打 ち 機

苗畑用トラクタ
樹 木 分 角．ＦＦ■

､
､ 幾

巻立・玉切り自走式機械

動力１0ps未満
動力１0ps以上
ジグザグ集材機
リモコン、ラジコンによる可搬式木寄機

懸垂式含む
動力20ps未満
動力20ps以上
林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ
上記でクローラタイプのもの
主として地栫え等の育林作業用

トラッククレーン、ホイルクレーン等
クレーン付きタイプ●

グラップルローダ作業車
グラップルローダ付きトラック
搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

リモコンチェーンソー架台
携帯式刈払機

自動木登り式
背負い式等の上記以外のもの

伐倒木、伐根、枝条等を 分扉 、 ｰ
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６林家等と林研グループ

ポイント
・2010年現在の林家数は12,145戸、林業経営体数は2,650経営体である
・保有山林5ha未満の小規模な林家が全体の71.4%を占める
・保有山林規模100ha以上の林家では、全体の1.0%を占める
・保有山林規模50ha以上の経営体数は全体の10%を占めるにすぎないが、保有面積では

全体の76％を占める
・林業研究グループ数は平成25年３月末現在、２２グループで会員数は290人である

保有山林規模別林家数
図1̅5haD５̅10h．画10̅100ham100ha以上合計’
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5,000１０．０００ 15 ,000２０,０００25 ,00030 .00035 ,00040 ,000
林 家 数 （ 単 位 : 戸 ）

(世界農林業センサスによる。1990年までは0.1ha以上所有の林家が
調査対象、2000年からは1.0ha以上所有の林家が調査対象。）

０

保有山林面積規模別林家数及び面積（和歌山県計）
単位林家数：戸、面積:ha

■捌剛剛剛 垂唖函函函
5～10halO～100hallOO～500ha500ha以上
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注：保有山林面積１ha以上の林家

保有山林規模別林業経営体数（和歌山県計）
単位経営体数：経営体、面菰:ha

合計
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100.0

崎一加一狸一郷一率
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資料：2010年世界農林業センサス
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＜林業研究グループ＞

郡別林研グループ数および会員数
平成25年３月末現在

…堕偲’２
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｜
｜
’剛禍-２ ’幽妬-３ ｌ

ｌ
ｌ
詞一型-３ ’’詫一※県全域は女性林研

林研グループ数および会員数の推移
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資料：林業振興課業務資料

<<参考>＞
保有山林面積規模別林家数と面積（2010年世界農林業センサス）
林家：平成22年２月１日現在の保有山林面積が1.ha以上の世帯をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことであり、所有山林のうち他に貸し付けて

いる山林などを除いたものに他から借りている山林などを加えたものをいう。

林業経営体とは(2010年世界農林業センサス）
次のいずれかに該当する事業を行う者をいう。

①権原に基づいて育林又は伐採を行うことができる面積が3ha以上の規模の林業
（「森林施業計画」を策定している者又は５年間に継続して林業を行い育林又は伐採を
実施した者に限る。）

②委託を受けて行う育林もしくは素材生産又は立木を購入して行う素材生産の事業
（素材生産については､年間200前以上の素材を生産した者に限る｡）

-２８-



７林業経営

ポイント
・伐出労賃単価の上昇は、平成16年度において昭和50年の2.57倍となる。
・一方、山元立木価格は平成23年で約10分の1に低落し、林業経営の収益率は著しく低下し
ている。

伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移(指数比較）

ニ ー コ ハ の 司 守

３

２

爵’
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１

I ごＵＵＩヨ１９
(指数は昭和50年の値を基準とした値）

伐出造材の作業員賃金およびスギ山元立木価格の推移
単位：円
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＜伐出造材作業員賃金＞
森林・林業統計要覧
厚生労働省「林業労働者職種別

賃金調査報告書」
(各年とも10月調査）

(平成16年をもって調査塵止）

＜スギ山元立木価格＞
森林・林業統計要覧
財団法人日本不動産研究所
｢山林素地及び山元立木価格
調べ」
(注）立木価格は利用材積１m３

当たり平均価格（毎年３
月末現在）



伐出業労働賃金と素材価格の推移(和歌山県）
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資料；スギ中丸太製材用素材価格(径14～22cm、長さ3.65～4m);農林水産統計速報一木材価格
山元立木価格(スギ)、労働賃金(林業職種計、伐出）；森林・林業統計要覧

※林業労働者職種別賃余調香報告は平成16年調査をもって廃止
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＝ 丸 太 価 格 匡 コ ス ギ 山 元 立 木 価 格
÷ 林 業 職 種 計 賃 金 一 伐 木 造 材 賃 金



８林業普及指導

ポイント・林業普及指導員が森林所有者等に対し、森林の多面的な機能と森林整備の必要性、林
業等に関する技術及び知識を普及する。また、森林施業等に関する指導等を行うこと
より、林業等技術の改善、森林経営の合理化・持続化等を促進し、森林・林業及び山
村の発展に資することを目的とする。・林業普及指導員の配置については、森林所有者と緊密に接し、現場に密着した普及活
動を実施するため、振興局に28名の普及指導員を配置する。
また、地域の森林づくりの全体像を描き、長期的に指導する准フォレスターの育成・
配置をする。

Ｏ基本目標
生産性・収益性の高い林業及び循環型林業の推進と紀州材の需用拡大を進める。
また、森林・林業を支える担い手の育成・技術の継承を促進するとともに、林業を支

える山村の活性化を図る。

Ｏ重要課題

’ ’

･低コスト林業の推進
･紀州材の需要拡大
･森林整備の推進
･特用林産の振興

’ ’
’ ’取り組み

(予算、企画調整、研修等） (地域指導） (普及協力）
普及指導区２８名

林業革新支援専門員1名
分野別林業普及指導員7名

（県庁課別内訳）
林業振興課６名
森林整備課１名
准ﾌｵﾚｽﾀｰ（６名）

海草振興局林務課３名
准ﾌｫﾚｽﾀｰ(1名）

林業普及指導
●e● 協力員

■ 由 ● ｡

那賀振興局林務課３名
准ﾌｫﾚｽﾀｰ(1名）

伊都振興局林務課３名
准ﾌｫﾚｽﾀｰ(3名）(賦験研究・鯛整）

有田振興局林務課３名
准ﾌｵﾚｽﾀｰ(3名）１

１

’林
業
試
験
場

１

１

１

日高振興局林務課４名
准ﾌﾙｽﾀｰ(2名）

西牟婁振興局林務課７名
准ﾌｵﾚｽﾀｰ(4名）

東牟婁振興局林務課５名
准ﾌｵﾚｽﾀｰ(4名）
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林業・木材産業の生産性の向上と健全な森林づくりにより、紀州林業の復権を図る。

林業普及指導員
1名

各研究員



９特用林産物の生産

ポイント
・しいたけ生産量のうち、菌床栽培が全体の95％を占めている。近年は大型施設による
菌床栽培が活発化している。

・白炭については、生産量が35t減少した。平成23年９月の台風12号による被災から復
旧は進んだものの、製炭者の高齢化が進んでいたところに被災したことによる廃業や
原木の供給不足等が推定される。しかしながら、Ｉターン者等後継者の育成も進めて
おり、ウバメガシ以外を原木とした製炭や、やまづくりを行いながら紀州備長炭を生
産していく気運は高まりつつある。
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クリの生産量 ワサビの生産雪
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資料：林業振興課業務資料
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１０山林用種苗の生産

ポイント・平成24年度の山行苗木生産量は524千本である
。そのうち、スギは195千本、ヒノキは324千本、マツは5千本である
・平成24年度の生産量は昭和55年の4.1％となった

(千本）

山行苗生産量の推移
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資料：森林整備課業務資料
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１１森林組合

ポイント（以下、森林組合統計調査の平成23年度末現況より）
・平成23年度末の森林組合総数は25組合、組合員総数は17,100人であり、組合
員所有の森林面積は249,953haとなっている

。組合資本については、払込済出資金総額860,154千円（前年度比+1,360¥
円）となっている。

・組合全体の平成23年度決算は、48,035千円となった。
・１８組合が林産事業で56,905m3の素材生産を実行している。保育実績について
は、下刈り1,046ha、除伐385ha、切捨間伐5,957haの事業が実行されている

雇用就労者数は、総数1042人、年間150日以上の従事者は353人、そのうち210
日以上の従事者は249人となっており、年齢別では、４0歳未満の従事者が199
人で、６０歳以上の従事者が441人となっている

組合員数の推移(人）
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資料：森林組合統計調査(平成23年度末現況）
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依頼者別保育実績

人等,４，７７６，
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１２林業労働

ポイント
国勢調査によると平成22年の本県の就業者は1,297人で、昭和35年に対して90％の

大幅な減少を示している。
また、６０歳以上の占める割合も、昭和35年の11.3％に対して平成22年は27.5％と依

然高くなっている。
しかしながら、本県では、平成14年度から取り組んだ緑の雇用事業の展開により、

新たな担い手が地域に定着し、「研修生」から「林業技術者」として、低コスト施
業による作業道開設や伐採・搬出事業などの森林組合の要事業へ本格就労しており、
森林整備の中核的担い手の確保・育成が図られつつある。

推移＞＜林業就業者数と年齢階層別就業者数及
上段：就業者数（人）
下段：構成比（％）

＜和歌山県の１５歳以上の就業者数の推移＞

-３７-

年 Ｐ
■
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＜地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞
上段；就業者数（人）
下段：構成比（％）
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資料；平成22年国勢調査

林業就業者数の推移(割合）
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ポイント（依然として多い重大労働災害）
林業における労働災害の発生件数は、関係者の努力により着実に減少してきました。

しかしながら、林業の仕事は様々の自然条件下における足場の悪い中での作業であり、
災害の発生頻度や傷害の度合は、他産業と比較した場合、依然高い水準にあります。

万 １ ， - -

＜林業労働災害の度数率（発生頻度）と強度率（傷害の度合）の最近の推移＞
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１■■■■■■■

ﾛ61年
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昭１
＝

ﾛ62年
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Ｆ
■ 囹和63年脚 Ｈ 可 唄
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平成
一

平成元年
平 2年
平 戎3年
平 戎4年
平 5年
平 6年
平 7年
平侭 8年

9年
10年
11年
12年
13年
14年

平成15年
平成16年
平成17年
平成18年
平成19年
平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年

4,411
4,166
3.861
3,756
3.451
3,341
3,341
3,074
2,780
2,606
2.591
2.534
2,221
2,094
2,056
1.837
1,607
1,511
1,501
1,503
1.476
1,605
1,474
1,392
1,403
1,376
1.203
1,217
1,241
1，１８２

20
2２
1５
2４
1８
2４
2９
3０
30
2７
3２
2５
2４
2１
2１
2３
2４
2３
2５
1３
1５
1７
1５
1６
1６
1３
1１
９
1１
10

29（
304
311
221
1６
241
202
199
16（
1７
16（
131
1３
121
123
114
1１１
103
1１１
138
137
115
80
9６
9１
1０１
8９
7５
6２

４
２
１
４
０
１
２
２
１
３
３
３
４
２
０
０
２
１
３
１
２
１
０
２
１
０
１
１
１
０

H9年以前は労災給付データ、H10年以
降は死傷病報告統計データ(いずれも和
歌山労働局資料)を基に作成。
被災者数は休業4日以上。

度数率→延ぺ実労働時間当たりの労働
災害による死傷者数の割合の１００万倍
の数値をもって、災害発生頻度を表示。

強度率→労働災害の重さの程度（傷害
の度合）を表すもので、労働災害による
労働損失日数を延べ実労働時間数で除し
た数値を千倍した数値をもって、災害発
生頻度を表示。

被 災 者 数
うち死亡

被 災 者 数
うち死亡



1３（社）わかやま森林と緑の公社

ポイント
・わかやま森林と緑の公社は、民法第34条の規定に基づき設立された公益法人である

（平成１６年４月１日、林業公社を名称変更）
・分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として、昭和43年３月１日に設立
･分収森林の整備のため、枝打、間伐（収入間伐）等を実施している
・よみがえりの森整備事業等環境林整備を推進している
・新規林業就業者の技能研修等を行っている

＜分収造林＞
分収契約面積：

内人工林：
3,817ha
3,361ha

所有形態別面積
（人工林）

市町村有林
（6.1%）
２０５

(13.1%）４３９321 (単位:ha)

＜緑のオーナー制度＞
分 収 林 箇 所 数 ４ 箇 所

面積2 7 . 5 1 h a ( 上記人工林の内数）
契約者数203人

く造林事業以外の事務＞
森林土木工事の測量設計等の受託業務
わかやま林業労働力確保支援センター業務
高性能林業機械等貸付業務

資料；森林整備課業務資料
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１４林業金融

ポイント
・主な林業関係制度金融には、日本政策金融公庫資金、林業・木材産業改善資金、
木材産業等高度化推進資金がある

。これらのうち、県では林業・木材産業改善資金の貸付けや木材産業等高度化推
進資金の貸付原資の供給を行っている

林業関係制度資金の貸付実績及び残高

＜林業・木材産業改善資金＞
林業・木材産業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止及び林業労働従事者の確保を
目的として、新たな事業の開始、生産・販売方式の導入等の先駆的な取組に対し、必要な
資金を無利子で融通する。

林業・木材産業改善資金制度の仕組み

付原資
一 ■ ■ ■ ■ ■

／３補
一 ●●●■●

●
●

２
●

ｅ
●
●●
●
●
■
●
□
■
●
●
●
｡
●
●
●
■
■
●
●
ロ
●
●
■
Ｄ
ＤＢ
●●
■■
●
■
●
●
■
●
■
■
□
□
■
●
●
●

●■●韻

貸
付
け

-４１-

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
林業・木材産業
改善資金

貸付実ボ
貸付残Ｎ

§

３

55,900
334.941

０
283.966

17,900
250.444

546
205.896

5,900
172.735

祠 些 奉 守 画 嘩

化推進資金
貸付実績
貸付残高

ZU3,400
202,200

167,600
166,550

IJ40UUU
１３４,０００

1340000
134, "0

63,UUU
83’０0０

国



＜木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産又は流

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な運転資金を低利で融通する。
-１

木材産業等高度化推進資金の仕組み

国

出
資
等

農 林 漁 業
信 用 基 金

■■■■■ｑ■■●●■●｡■●■●●■■■■■■●●■■■●■｡■■■■●｡■■■■●●■■■■Ｄｑ

県塗_全｣層凧 ●
■
■
■
■
■
■
■
●
●
■
■
●
●
Ｄ
■ｐ
■
■
●
■
■
■
●
●
■ｐ
■
Ｄ
Ｏ
■
■
■
■
■
■
印
■
■
■

》
認
定

和
・
合
理
化
計
画

皿
・
林
業
経
営
改
善
計
画

申
請・

合
理
化
計
画

・
林
業
経
営
改
善
計
画

（
低
利
預
託
）

原
資
供
給

Ｉ

！
ｌ］

指定金融機関 借借 受 者
貸 付 け Ｌ

(４．３．２倍協調融資）｜
Ｉ
Ｉ 憤務保証’

＜日本政策金融公庫（農林水産事業）＞

農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の
資金で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基盤整備資金（造林、林道資金等）、森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金

などがある。

＜農林漁業信用基金＞

農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合
理化のために必要な資金を融資機関から借り入れる場合に、その借入に係る債務を保証
して、これらの資金の融資を円滑にすることを目的としている。

１
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木材産業

木材需給

木材価格

木材輸入

木材加工（製材工場）

住宅建設

Ⅳ

１

２

３

４

５

６ 木質バイオマス利用促進
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Ⅳ 木 材 産 業
１木材需給

ポイント
・平成23年次の素材入荷量は276¥m3であった
・国産材は173千m3で、前年比6%増加した
外材は103千m3で、前年比24.3%減少した
木材の自給率は全国の推移と同様に増加傾向にあり、前年比8‘２％増の62.7％と外材
を上回った

素材入荷量の推移

（和歌山県）
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素材自給率の推移
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素材の用途別需要量素材入荷量の内訳
平成23年平成23年

’’ 素材入荷量合計：276千m３

チップ用

他県
国産材
(14.9%）

(単位;千m3) (単位:gFm3)

資料：木材需給報告書
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２木材価格

ポイント
・木材価格は、昭和55年を境として下降し始めた
・昭和62年から平成２年までは旺盛な住宅建設に支えられ、ヒノキ材を中心に上昇した
・平成3年以降は、景気の低迷が続き住宅着工戸数が大幅に落ち込み、国産丸太価格は上
昇から下降に転じた

製材用素材価格の推移

注：指数は昭和55年の値を100として算出

ひのき中丸太
径：１４～22cm

長さ：３．６５～4.0m
和歌画県一Ｆ至園

径：１４～22cm
長さ：3.65～4.Om
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一スギ(和歌山県）
÷スギ(全国値）
÷ヒノキ(和歌山県）
÷ヒノキ(全園値）
÷米ツガ(和歌山県）
÷米ツガ(全園値）

製材用素材価格の推移
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資料：農林水産統計速報一木材価格
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木材製品卸売価格の推移（全国値）
ひのき正角

厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m

厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.Om

即一元-２-３ｌ４ｌ５-６-７-８ｌ９而一Ⅱ｜似一個一艸一旧一胴一打一旧一泊一加一四一浬西一別
価格:1mJ当たり工場蒲価格（単位：円）
注：指数は昭和55年の値を100として算出
注：米ツガ正角は平成19年より防腐処理材

90,000

85,0"

80,0"

75.0"

70,0"

鴇"000
60,000

５５.“０

50,000

45,0"

40,0”
1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4

年次

資料：農林水産統計一木材価格
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３木材輸入

ポイント
・平成23年次の外材の素材入荷量は103¥m3で、米材が69%を占める
内訳は、米材71¥m３，南洋材13¥m３，その他19千m3である

・平成23年次は前年比75％となり平成以降の最低を更新した。

外材の素材入荷量の推移
千m3
1,600 454

1.445 ■南洋材
ロ米材
■その他

1,400 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 １ ■ ■ ｑ ■ ■ ー ー ｡ ■ ■ 一 ＝ q ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

6711631､
1,200 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - - - - - - 一 一 一 一 一 ＝ - 一 由１ 018

０

０

０

０

０

８

９

１

入
荷
量

一 一 一 . ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ← ■ ■ ■ ー ー -

８４７

？

I"雪--一一一３５

詳｡
“ 雲 函、 “ 遥 忍

-

１８２４３０２２- ± 一 工 工 一 一 正

1割一口“函、600

４00 ■ ■

200 ■ ■ h n 国

型幽図.剛|脚０ 四 画 ■ ■ 鱈 ̅ 一 一 一 五

１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３
年 次

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０

外材の素材入荷量の内訳
（平成23年）

外材の素材入荷量の内訳
（昭和62年）

南洋材認＃
その他

米材
(68.9%）南洋材

(12.6%）

単位;千m３ 単位:¥m３
資料：木材需給報告書
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４木材加工（製材工場）

ポイント
・製材工場は年々減少し、平成23年には137工場となった
・国産材専用工場数が、全体の69％を占めている

製材工場数の推移
５００
４５０
４００
３５０

Z３００
場２５０
数２００

１５０
１００
５０
０

ロ国産･外材併用
■外材専用
ロ同産材専用

g g g " " " 1 " 1 " "Iimi"iii1I21111I2ill!洲門IWI|。
元２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３

年 次

製材用動力の出力階層別工場数と消費量(平成23年次）
単位:kW

ｌﾛ7.5̅22.5口22.5̅37.5画37.5̅75口75～150口150̅300B300以上Ｉ
慰量、＃
（

素材消費
(267千m３

《|‘Ｉ I . " | " J : " |鰯溌 ６０
(22.5%）

７９
(29.6%）

７９
(29.6粉

一 一 一 = 一 一 一 一 一 一 一

’ 灘 雛
１８
(16.8%）

２３
(13.1%）

１７
(12.4%）

６
４４％

２３
(16.8%）

工場数
(137エ場） 榊 岨

0％ 20％ 40淵 60％ 80％ 100％

類型別製材工場数と入荷量（平成23年次）
|回国産材専用口外材専用ロ国産･外材併用’

’ |:I素材入荷量
(265千m3)

(5a9" (37.4%）1５６ 9９
（

|”“,",Ｉ工場数
（137工場）

3０（21.9%）１9４（6 8 6粉 (9.5%）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

資料：木材需給報告書
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５住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成3年に景気の低迷から急落し、前年を19.7％も下回った
が、平成4年以降平成6年までは順調に回復した。平成9年は消費税アップの関係から
前年比15.6％減の139万戸となった。平成21年には、世界的な景気低迷の影響もあり
大幅に減少、以降回復には至っていない。

・県内住宅着工戸数については、平成24年は前年と比較してほぼ横ばいであった。

住宅着ｴ戸数と木造率の推移蛮皇鱒ゞ
（ 全 国 ） ％
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年 次

元 ２ ３ ４ ５

回木造画非木造
"＋--木造率住宅着工戸数と木造率の推移

（和歌山県） ％

繍
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６木質バイオマス利用促進
ポイント
・電力の供給不足を背景に､再生可能エネルギーの利用に関心が集まる中､豊富な森林資源
によるバイオマスエネルギーの熱利用や発電に対して期待が高まっている。

・県内では公共の温浴施設を中心に､地域での地産地消による熱利用が盛んである。
・農業関連の施設においても木質バイオマスの熱利用がスタートしている。
・各地の製材工場においても､乾燥機の熱源として､木屑炊きボイラーの導入が進んでいる。
・マテリアル利用では､製紙チップの他､木粉の利用や精油材料としての利用が始まっている。

地産地消型木質バイオマス利用の推進
～県内公共関連施設における取組み～

橋本･高野地域
（チップ燃料） ▲(チップ 社会福祉法人紀之川寮

ゴ ー

高野山寺領森林組合
■

今《ロ溜水森林組
●
美山温泉
愛鯨荘

季楽里塊神
美山温泉
愛鯨荘 北山地域

（薪）Ｐ』 肥神温泉
元渇

肥神温
一 色 一きの＜に

中津荘
弓Ｗ、１４一

中津荘 >f
Ｐ▲

日高川地域
(パウダー燃料）
日高川地域

(パウダー燃料） おくとろ温泉
きだやま

▲） 丹生Ｗセミ
温泉館

あやめの濁
鳴滝

あやめの淵 田辺市中辺路
木材加Ｔ蝿
田辺田辺
木ホ

鮒神村森林組合
間伐材流通ｾﾝﾀｰ
鮒神
間伐

林組合
通ｾﾝﾀｰ ●

▲
折握温泉
狸の湯

県森林組合蓮含会
御坊木材共販所 狸 新宮地域

(パウダー燃料）冨
乙
意里罵泉
乙女の潟
意里漂
乙女の

泉
(パ

田辺地域
(チップ燃料）
田辺ｊ

(チップ ▲料）料）

雲
高田グI.

璽取温泉
高田グリーンランド

タオ箙野
協同組合■木質バイオマス燃料供給施股

▲木質ﾊｲｵﾏｽ燃料利用施設

<二＞地産地潟に取り組む地域
●木質ﾊｲｵﾏｽ自家利用施設 鯨ァ

-５１-

導入企三度 市町村 Ｉ 施設名 燃準 ' 形 鰻
H１I 田辺市 Ｉ幸禾ヨニ目ＢＴ甲 チップ
H2１ 口 局 川 国 壱 ” 、 Ｉ - 半 澤 壮 パウダー
H2１ 日高川、 美山温泉愛徳荘 パウダー
H2２ 日高川間町 あやめの湯鳴滝 パウダー
H2２ 田辺汁 龍神温泉元湯 チップ
H2２ 田辺『 丹生ヤマセミ温泉毎 チップ
H2２ 田辺苛 近露温泉護の湯 チップ
H2２ 新宮、 雲取温泉高田グリーンランド パウダー
H2２ 北山＊ おくとろ温泉きたやま 薪(間伐材等）
H2３ 田辺市 富里温泉乙女の湯 チップ
H2３ 田辺市 田辺市中辺路木材Ｉ 1ロエ輔 ■

ジ
■■

処 胃炊き
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Ｖ森林の総合利用

緑とのふれあい１

２

３

４

森林・林業に関する普及啓発

「企業の森」事業

和歌山の森林及び樹木を守り育てる条例

口





Ｖ森林の総合利用
１緑とのふれあい

ポイント
・緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し、多くの県民に利用されて

いる
・森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森林公園とし

てオープンした
・国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全林を整備し

ている
・子供達の森林や緑に対する関心を深めるため「かしの木バンク」を設置運営している

（平成5年度から）

＜植物公園緑花センター＞

面積 :１１ .０ h a

所在地：岩出市

主要施設：本館、ウツデイハウス、東屋、温室、水生植物園、
パノラマ花壇、大広場

森林：クヌギ、コナラ等の天然林

利用状況：平成24年度１２万人

く根来山げんきの森＞

面 積 １ ９ ４ h a

所在地：岩出市

最ヨサ

画 ■

塗

̅ ･ 唾一
や

主要施設：バリアフリートレイル、展望台げんき砦、遊歩道、駐車場、荒天避難施設

森林：アカマツやコナラを中心とする里山林

利用状況：平成24年度３万9千人

備考；「人が育てる森人を育てる森｣をコンセプトに参加・体験型の森林公園。
オープンエリア以外はボランティア参加を得て整備中。

＜護摩壇山森林公園＞

面積 :３２９h a

所在地：田辺市龍神村龍神

主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場、観察スポット総合案内所、
シャクナゲ園

森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林

利用状況：平成5年６月から平成25年3月２５万2千人

備考：県民参加のシャクナゲの森造成事業(平成6年～平成11年度)約1,500人によ
り約13haに6万6千本のシャクナゲが植栽された。

-５３-



’

＜生活環境保全林整備状況＞

マ

-５４-

番号 所在地 区域面積
(ha) 景観特性及び地域の特徴的な事項

４■■■巳

戸

和歌山市岩橋 52.90

戸

周辺は古境群が点在する紀伊風土配の丘特別史跡地であり､園内には､松下配念館､万葉植物団などが配
置された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.30 まで一望できる優れた眺望で､近隣から訪れる人も多い｡また､林内には雨の大明神が祀られ､地元住民に親
しまれている。

３ 海草郡紀美野町
梅本 4.73 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自然公園生石高原のハイキングコースのスタート地点に位置し、

季節感豊かな樹穐を梱篭することで健全で親しみあふれる森林に導いている。

４ 岩出市東坂本 5.00 紀泉郷県立自然公園内にあり､植物公園緑花センターに隣接､年間を通じて県民の胆いの増となっている｡ま
た.森林公園｢根来山げんきの森｣が近接している。

５ 岩出市根来 10.10 周辺には､歴史的に名高く桜の花見名所として知られる根来寺､植物公園緑花センターがある｡また､近接して
森林公園『根来山げんきの森｣があり､多様な森林レクリエーションが楽しめる。

６ 紀の川市竹房 15.80 都市近郊の森林であり南側に隣接してJRパラグライダースクール､指定区域内には百合山新四国八十八箇所
の巡礼路があり､地域住民の憩いの増である｡又､眼下に紀ﾉ川が流れており眺望を楽しむ人も多い。

７ 紀の川市中津川 34.00 ｢ハイﾗﾝﾄパーク粉河』と一体的に整備されており､展望台､野外ステージ､キャンプ増の他.地元特産品販尭
施股があり､県外からの来訪者も多い｡山頂からの関西困際蛮港方面や紀ﾉ川平野の眺めは最高。

８ 紀の川市杉原 42.00 指定区域の竜門山山頂付近には､貴璽な自然曝境が保存されており､希少動植物の生育琿境の整備を行い
良好な自然環境を育成している｡周辺では､ハングライダー､カヌー等のスポーツが盛んである。

９ 伊都郡かつらぎ町
中飯降 8-73 県立｢紀北青年の家｣内に位置し､轟林整備や山腹エを実施することにより､スポーツ､研修､野外活動等への

利用に供されるとともに山地災害を未然に防止している。

10 有田郡有田川町
大賀畑 17.30

旧百傭町北部､長輝山脈沿いの千栞山に位世する公園内には遊歩週､アスレチック遊具､東屋､トイレが整硝
され､森林浴やバードウオッチングが楽しめる｡また､頂上からは瀬戸内海､奥有田の山並みを一望できるパノ
ラマが広がり､隣接地のフルーツ屈園ではブドウ狩りも楽しめる。

1１ 有田郡有田川町
熊井 ３0０ 隣接地には､町営球場､テニスコート､国民宿舎等が整備され､周辺の森林は保健休養レクリエーション施鰻と

して多くの人に利用されている。

1２ 有田郡広川町
下津木 6.40 広川上流広川ダムの北側斜面に位置し､ダム周辺の森林を整備し､水源かん養､土砂流出防止の機能を商め

ている。

1３ 日高郡美浜町
和田 66.00

ー 問 与 ■ ■ r - タ ー ー ー Ｔ ご ▼ ｒ ｕ Ｆ Ｄ ■ ー 可 夕 〃 ー グ ー 、 邑 唾 ■ 、 崖 蝉 ﾛ ﾀ ｬ ｻ 己 ＝ - ■ 一 ℃ ̅ O ̅ ■ ｰ ､ 面 一 マ タ グ 、 … ､ ＝ 宅 ら 一 . 一 日 狩 琶 マ 』 … " 一 幸 ” ､ Ｈ ，

は藩政時代より地域住民の手で大切に育てられてきた｡日ﾉ岬や遊成寺への観光ルートにもなっていますの
で､是非ご覧あれ！

1４ 日高郡日高町
産湯 11.60 自然とのふれあいを重視し､四季折々の樹木を楽しめるエリアを周遊する散策道が整備されており､隣接の西

山ﾋｸﾆｯｸ緑地からの跳望は絶景｡また､山頂からハングライダーを楽しむ人も見られる。

1５ 日高郡日高川町
南山 13.50 日高川町南山運動公園を取り巻くように設置され､スポーツ､研修､レクリエーションに親しむ人々の休養林とし

て親しまれている。

1６ 日高郡日高川町
船津 17.00 標高537.9mの飯盛山中腹部の森林が竪備され､簡単な登山と森林浴が同時に楽しめる｡村内にはゴルフ堀や

テニスコート､キャンプ場が整備されている。

1７ 日高郡日高川町
初湯川 5.80

櫓山ダムの湖面に突き出た裕山半島に四季折々の樹木が極殺され､歩逓も竪備されているので気軽に森林浴
が楽しめる｡また､椿山半島にかかる全長200mの吊り橋､フジ棚で有名なﾘﾌﾚｯｼｭみやまの里も併せて豪し
める。

1８ 田辺市
髄神村五百原 100.00 ツジ等が自生する｡近走する高野朗神スカイラインは､北に高野山､南に龍神温泉を擁し､観光ルートとなって

いる。

1９ 田辺市秋津川 8.90 市街地周辺の森林を地域住民のニーズにあった多目的機能をもつ｢水源の森』｢保健休養の森』として総合的
に豊備し､保安林機能の維持･向上を回っている。

2０ 西牟婁郡
白浜町平草原 14.00 白浜観光地へ親<白浜スカイライン沿いに位置し､付近には紀州博物館がある｡林内には起伏に窓む2kmの

ﾌｧﾐﾘｰﾄﾘﾑコースが設置され､地域住民の体づくりの森として親しまれている。

2１ 東牟婁郡
串本町潮岬 25.00 本州最南堵に位置し､林相は黒潮の影響で畷帯照葉樹林を形成している｡｢ふれあいの森｣｢いこいの森｣｢学

晋の森｣『野鳥の森｣などが設置されている。

2２ 田辺市
本官町向山 75.00 頗野川沿いに広がる自然林｡林内には修験遊信仰の鮒野臭駆動が走り､熊野憎仰の史跡が点在する｡周辺

には､本宮温泉郷､本宮大社､瀞八丁等をひかえ､年間鮫多の観光客が訪れる。

2３ 東牟婁郡
古座川町洞尾 1６.００ 天然記念物｢一枚岩｣を中心とする川辺の奇岩景勝地で､上流には桜の名所｢七川ダム』があり､四季を通じて

観光客が多い｡紀伊半島南堵の主要な観光地のひとつである。‘

2４ 東牟婁郡
古座川町佐田 8．０２ 七川ダムを中心とした周辺は､全国桜百選に選ばれた桜の名所として有名である｡その桜を中心として整僅を

行っており､四季を通じて自然が楽しめる。

2５ 東牟婁郡
串本町伊串 7.70 地域内には､弘法大師ゆかりの神王寺があり､頂上付近からの眺望はすばらしいものがある｡整備することに

より町民､近郊の人々や観光客の保健休養の場となっている。

2６ 新宮市
熊野川町玉置口 21.50 吉野熊野国立公園の代表的観光地である瀞八丁の入り口に位置する｡桜､紅葉を中心に森林改良が行われ

四季を通じて自儀が楽しめる。

2７ 東牟婁郡那智勝
浦町大野 1４.００ 周辺には､全国植樹祭跡地や箙野那智大社などがあり､地域を整備したことにより那智勝浦町山間部の一体

的な観光地､付近の人々や旅行客の保健休饗の増となっている。
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＜公益財団法人和歌山県緑化推進会(理事長：農林水産部長)＞

〔沿革〕平成4年３月に設立。
平成8年３月に「緑の募金法(通称、平成7年制定)」により、緑の募金に係る業務を
行う団体の指定を受ける。
平成22年３月に『一般法人法(通称、平成18年度制定)』に基づく、公益財団法人の
認可を受ける。

〔目的〕和歌山県における緑化事業の推進と緑化思想の高揚を図ること、及び『緑の募金』
を推進することにより、緑豊かな県土づくりに寄与することを目的としています。

〔組織〕理事１９名（内理事長1名、副理事長1名、常務理事1名）
評 蟻 員 １ １ 名
運営協膿会委員１１名
監 事 ２ 名 （ 事 務 局 ： 和 歌 山 県 庁 農 林 水 産 部 森 林 整 備 諜 内 ）

〔活動囚甕］
どを通じて募金をお願いしています。
域や街の緑化推進、ボランティアの皆

や職場、緑の募金 廐
集められた浄財は、地域や街の緑化推進、ボランティアの皆
さんによる森林の整備、（社)国土緑化推進機構を通じて国際
協力などに使われています(詳細は次ページに）-県内各地で｢森づくりイベントjを実施しています。また、

子供達が集めたドングリを苗木と交換する｢かしの木バンク」
の運営も行っています。

緑化啓発普及

̅̅̅近年、森林整備のボランティアが県内各地で増加していま

す。その活動や育成に対して支援を行っています。また、緑
化樹苗の配布も行っています。

緑化森林整備

県内に37団体(団員数2,294人)ある子供達の森林ボラン
ティア組織｢みどりの少年団｣の育成に対して支援を行ってい
ます。

みどりの少年団育成

〔活動状況〕

’

‘８’』 Ｐ 屋
三

一
ラマ、

かしの木バンク苗木配布(払戻）募金活動(街頭募金）
’

4’１１
か 己

へ 、

〃

勤 溺困
｝，癖

『』
言も．張轌

"騨皇舎懲、
も む

みどりの少年団交流集会緑の募金事業
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＜緑の募金＞
｢緑の募金｣は平成7年に制定された『緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」
(通称｢緑の基金法｣といいます。）に基づき実施しています。平成23年は、県民の皆
様から総額15,968千円の浄財をいただき、県内各地で緑化事業に取り組みました。

Ｏ募金運動強調期間
年に２回募金強調期間を設け、緑の募金の意義等の啓発活動に取り組んでいます。
〔春季〕３月１日～５月31日〔秋季〕９月１日～10月31日

○募金実緬(１月１日～12月31日）

劃 付 千 P
＊２順位は全国都道府県別募金額の順位

募 金 調 麺 別 実 縮 ( H 2 4 年 次 ) ( 鯉 位 ： 金 錘 ( 千 円 ) )○

Ｏ募金の使途
１．県内の各地域や街、学校などの緑化の推進
２．ボランティアのみなさんによる森林の整備
３．（公社)国土緑化推進機構を通じて国際協力
４．東日本大震災の復興支援

Ｏ平成23年度の募金使途
口地域の緑化
ロホ．ﾗ万ｲｱ団体等による森づくり
口学校の緑化及び緑の森林の普及啓発
ロ募金啓発用資材
□その他経愛
ロ東日本大震災の復興支援や海外緑化等に貢献

6,061千円
1,968千円
2,463千円
1,347千円
1.305千円
979千円

Ｏ「緑の募金事業』の公募

学校や団体が行う緑化活動に対して、緑の募金から交付金による助成を行っていま
す。対象となる事業は、「公共施設等の緑化｣｢学校の緑化｣｢地域住民が利用することを目
的とした森林整備｣｢地域住民、学校が緑化推進を目的として行うイベント｣等で、毎年７
月頃募集を行い、「緑の募金運営協蟻会｣の審査により交付金の支出を決定しています。
詳細については、（公財)和歌山県緑化推進会(073-441-2973)もしくは各振興局林務課内
にある地方緑化推進会にお問い合せ下さい。

-５７-
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＜かしの木バンク＞

カシの木などのドングリをお金にみたてて貯金してもらい、ドングリ100個または200個
あたり苗木1本を払い戻す銀行である。
払い戻された苗木は、学校や地域の緑化、森づくりなどに役立てられている。
また、ボランティアによる森づくりや、貯金されたドングリの融資も行う。

《受付期間》

苗木払戻期間：３月１日～３月31日
ドングリ融資期間：１２月１日～３月31日

《実績》

(本）

《かしの木バンクのシステム》

本店
(森林整備課）
各支店
海草支店
那賀支店
伊都支店
有田支店
日高支店
西牟婁支店
東牟婁支店

ドングリ預入 ドングリ育成
預

金

者
登録･通帳発行

Ｌ

(小学生等） 苗木払戻
(預金引落し）｜東

ドングリ融資

蝿森づく↓ 融

」

Ｉ
｣

-５８-
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２森林・林業に関する普及啓発
ポイント
・本県では、次代を担う子供達を対象に、林業研究グループの会員が中心となり、平成５
年度から全国に先駆けて森林･林業教育を行ってきた。

・教室内に林業の道具や苗木等を持ち込んで授業を行う「森林を学ぼう！緑の時間」事
業や、間伐等の現地体験を中心とした｢緑青推進『元気な森の子』事業｣に取り組み、
県内の小中学生等を対象とした森林・林業に関する普及啓発を行っている。

・平成5年度からの実績は延べ1,363校、64,620名に及ぶ。

照

森林・林業に関する普及啓発の実績
年 度 実 施 校 数 延 人 数 備 考
H ５ ８ ５ ４ ３ 県 単 独
H ６ ２ ７ １ , ２ ２ ８ ' '
H ７ ４ ４ ２ , ７ ０ ３ "
H ８ ４ １ ２ , ３ ７ ８ ' '
H ９ ３ ５ ２ , ５ ３ ３ "
H １ 0 ４ ３ ２ , ４ ８ ３ "

や 甲 一 一

詮

１

４８
（４）※１

３，６９２
(1,829）※１

H1１ 〃

H12
-

H13
弘一餌

2j２４０
-

２，６１１
国庫補助
一

〃
荊口判馨ゴ６６

（１）※２
３，３４９
(700)X２

H1４ 〃

８７
（１）※３

４,２６０
(700)X<３

H1５ 〃

８１
（１）※３

４，１２８
（700）※３

H1６ 〃

"

糊H17
-

H18
兜一切

４，１５１
■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■

4,164
〃

-

県単独

ｉ

ｆ

＆

識 Ｌ

MIF砺垂型１０２
（１１）※４

４，１９５
（356）※４

紀の国森
づくり基金H1９

溌
瀞
惣

巌蝿郵認１-
１０４
(２８）※４

４,４４０
(1,584）※４ 恋ゑく

声 芭
H20 〃

１２３
（５３）※４

５，６６３
(3,034）※４

H2１ 〃 ＝こ＝
＝

１１９
(５３）※４

５，１２４
(2,982）※４

H2２ 〃

１２２
（６２）※４

４，７３５
(2,992）※４

H2３ 〃

9２ 4,048H24X５ 〃

合計’１，３６３164.620
※１（）は南紀熊野体験博関連イペント時開催分、内数
※２（）は農林水産フェア開催分、内数
※３（）は県産品フェア開催分、内数
※４（）は「緑育推進『元気な森の子』事業」分、内数
※5H24は、元気な森の子事業と、森林を学ぼう！緑の時
間」事業を統合し紀の国緑育推進事業として実施

-５９ -



３「企業の森」事業

ポイント
・京都議定書の批准を踏まえ､二酸化炭素の吸収源である森林の保全や整備は地球温暖化
防止の観点からその重要性が高まっている。

・国や県の取り組みだけでなく企業や労働組合など多様な主体による森林資源の保全や整備
のための仕組み創りが必要である。

・県では､県民とともに世界遺産の森林､和歌山の森林づくりに参加していただける企業･労
働組合を求め､｢企業の森｣事業を展開している。

ｂａ
｢企業の森」仕組み図業 、』ｌ

Ｌ

●
土地無償貸借契約

･社会貢献フィールド ･フィールドの提供

保全

･雇用の創出
･活動のサポート
･企業関係者との交流

県
ノ、

『森林保全を通じて世界遺産を守
る企業｣というイメージ戦略

森林の地域開放による地域への
貢献(地城のビオトープ）

森林組合への管理委庇や､宿泊
施設等の利用による雇用創出

｢環境教室の開催｣等環境面への
取り組みをPRする際のﾌィールド

社会貢献PR戦略

企業の森の活用方法
社会間胆について教育
(都市と地方について）
社会間胆につい
(都市と地方に．

二酌化炭素吸収フィールド
(環境会計への算入も含む）

吸収フィールド
の算入も含む）

環境教育プログラム０
外部(学生簿)への教
環境教育プログラムの構築による
外部(学生等)への教育活動水資源の保全効果

(きれいな水を守る）
の保全効果
､な水を守る）

組合活動と一体となった取り組み
（組合側からの協力） 環境教育環境貢献
様々な田舎体験と地域との交流を
通じた"痘し"の提供

生

-６０ -
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平成25年３月末現在

Ｉ ｝｢企業の森｣の活動地一覧企業 動

58.パナソニツク株式会社エナジー社
｢パナソニック『えがおの森紀の川』） 24.花王株式会社和歌山工塙

「花王の森紀美野」11.ｲｵﾝ株式会社､(財)イオン環境財団
「イオンの森鯛月』 14.東京海上日動火災保険株式会社

「東京海上日動の森」 3.ゲンジの森

4.全日本空輸株式会社(ANA)
『私の青空関西空港･高野山ケンジの森」

34.株式会社浅川組
「紀美野あさかわの森」

44.和歌山県信用保肝慨今
「信用保証の森」51株式会社NWﾄｺﾓ

『ﾄｺﾓ紀の国･明恵峡の森」 6.国際ロータリー第2640地区
「ロータリー100年の森」39.財団法人上山通児育英会

「未来の森」 56和歌山県警備業協働組合
「安全･安心の森｣』 4.NPO法人

和歌山野球振興協会･夢ｸﾗﾌ
『野球の森」

5.NPO法人原風景
「原風景の森」

41.済生会和歌山病院
「済生の森』

15.セイカグループ
『セイカの森』

16紀陽銀行･紀陽銀行従業員組合
『紀賜の森』

17・東洋紡株式会社
『東洋紡みらいの森』

26‘三井住友償舵銀行株式会社
『三井住友信託銀行しんたくの

森］
28.JA共済連和歌山県本部

「JA共済絆の森
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和 21 .ﾊﾅｿﾆｯｸ株式会社
『ﾊﾅｿﾆﾂｸ画田辺寵神『ながきの森』」
32宮÷壷株式会社
『富士通ｸﾙー ﾌ･紀州龍神せせらぎの森』
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55.本州化学エ業株式会社
『本鍬化学の森･日高川」
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12.日本労倒領舎緯連合会
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『連合和歌山の森」
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18.積水ハウス株式会社
『積水ハウスの森」 59.特定非営利活動法人森のﾗｲﾌスタイル研究所

「熊野｡木璽の森』『40.田辺.西牟婁電気技術者協会
『電気の森」

'
2.関西電力労働組合
「関労ふれあいの森」⑧

49.株式会社パンジー
「パンジーまどころの森 30.モスバーガー共栄会関西支部

「湯の峰温泉モスの森」
48.株式会社えにし
『湯の飾浬泉モス＆ナナズいにしえの森！

読当の森 彰29.和歌山県印刷工業組合
「熊野再生の森」 13.サントリー株式会社

「天然水の森湯の峰」
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篭篭篭10.新日蟻住金株式会社和歌山製鉄所

「新日鐵住金和歌山の森」
46.株式会社富士件諌

『富士件建の森」
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】歌山の森」 蕊那智側
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さみ町別23株式会社NTN紀南製作所

rNTN紀南牟婁『和』の森」
42.上富田町水道協同組合

「水遺組合｡水源の森」

27.北越紀州製紙労働組合紀州支部
『北越紀州労組虹の森」

本町
7.大阪ガス株式会社

「大阪ガスの森」
19.ダイキンエ業労働組合
「ダイキンエ業労働組合の森」

●

54.紀南生ｺﾝｸﾘｰﾄ協働組合
「生コン組合『40周年の森』」

50.中田食品株式会社
『中田食品消姫の森」 8.日本たばこ産某株式会社

「JTの森中辺路」
35.わがやま市民至語酒同題吾

「きょうどうの森」
諏積和E季王粟稼弐至極

ｒ積水化学の漁』
53.ロータリークラブ

「ロータリー館野の産』

47.株式会社貴生堂
「椿の森」 25.東宝建段株式会社

「感開の森」 57.三菱商事株式会祇一
『三菱商事芽ぐみの森」20.高野熊野世界遺産蓮轄会

「空海の森」
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４和歌山の森林及び樹木を守り育てる条例

ポイント
･平成23年５月22日､天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ､第６２回全国植樹祭が､和歌山県で開催され､１万人を超
える多くの子どもたちが竹ﾎｯﾄによる苗木の育成に取り組み､樹木を慈しむ心を育むとともに､全国に向けて森
林や樹木の大切さを広く発信した。

.この全国植樹祭を契機として育んだ森林や樹木を大切にする心をさらに醸成し､森林や樹木を守り育てていくた
め､『和歌山の森林及び樹木を守り育てる条例｣(平成24年４月１日施行)を制定した。

Ｏ基本理念

ユ Ｌ
一 一

Oそれぞれの役割

「 頁 可
森林及び樹木を守り､育てるための施策を
総合的に推進

廐罧薪宥著１

㈲１

１
岸治 ･所有する森林の適正な管理

･森林･樹木を守り育てるための施策への協力

立＜基本的施策＞
･森林保全の制度の適切な運用等
･自然災害等により荒廃した森林の整備等
･多様な主体による森づくりの推進
･森林施業の集約化､林内路網の整備支援等
･県民等による樹木の育成及び植樹への支援
･郷土樹種の活用

一 -

１１
「頁戻奪引
･森林及び樹木への理解
･身近にある樹木の適切な育成と身近な
場所への植樹
･紀州材の積極的な利用㈲１

Ｊ
岸治

Ｏ記念日の制定と顕彰

｢ 悪癖悪悪霊露頭一司
○関連事業
都市のやすらぎ街なか緑化
.やすらぎと潤いが享受できる緑あふれる街なかの生活環境づくりへの支援

【苗木の無償提供､街なかへの植樹及び育成に対する補助】
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○振興山村地域一覧表

１

＊振興山村は１７市町村65地域。
＊山村地域は20市町村70地域（振興山村に加え、橋本市の恋野、かつらぎ町の四郷と天野、九度山
町の河根、広川町の津木）。

’

１
」

’
※１田辺市、有田川町については、みなし過疎。

○特定農山村地域
特定農山村地域は、和歌山市、岩出市、日高町、美浜町、太地町を除く２５市町村
海南市(旧下津町)、御坊市(旧名田村)、白浜町(|日日置川町、旧北冨田村、旧東冨田村)は-部指定

Ｉ

’
-６６-

’

一
ｒ ] 出 I 柄 Ｉ日 ヨ 町 Ｉ 画

b，

田辺市 秋津川村､長野村､龍神村(龍神村､上山路村､中山路村､下山路村)､中辺路町(栗栖川村、
二川村､近野村)､大塔村(鮎川村､富里村､三川村)､本宮町(請川村､四村､三里村）

新宮市 高田村、熊野川町（敷屋村、九重村、玉置口村、三津ノ村、小口村）
紀の川市 粉河町（鞆渕村）、桃山町（細野村）
紀美野町 野上町（志賀野村）、美里町（真国村、細野村、国吉村、長谷毛原村）
かつらぎ町 花園村
高野町 高野町、富貴村
有田川町 金屋町（石垣村、岩倉村） 、 清水町（八幡村、安締村、五村、岩倉村）
印南町 真妻村
みなく町 清川村、高城村

日高川町 川辺町（早蘇村、丹生村）、中津村（船着村、川中村）、美山村（川上村、寒川村）

白浜町 東冨田村、北冨田村、日置川町（三舞村、川添村）
上富田町 生馬村
すさみ町 周参見村、大都河村、佐本村、三舞村
那智勝浦町 色川村、太田村
古座川町 高池町、明神村、三尾川村、七川村、小川村
北山村 北山村
串本町 和深村、田原村

公示年度 市 町 村 名
平成１２年度 高野町、すさみ町、古座川町、北山村

平成１４年度 九度山町

平成１７年度 田辺市（※１）、新宮市、紀美野町、有田川町（※１）、日高川町、串本町

平成22年度 "II IMHht壷の扉牡 百ヌ 昌、平成１７～２１年度
iは|日
:全域

唇園村地
旨定）、

罰のみ瑁定） 、

IB智勝浦町、太
Ｂ艮町、白浜町（旧日
也町

計 １６市町村



Ｉ 山 村 地 域
１山村地域

ポイント
「振興山村地域」は、昭和40年に制定された山村振興法に基づく山村の要件を備え

た地域をもつ県下20市町村70地域のうち近畿圏整備法で指定された4市町5地域を除
き、１７市町村65地域が指定されている。県総面積の約62％を占めるが、県の総人口に
対する比率は約6％である。一方、「過疎地域」は、人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下
し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域で、県内の
過疎地域は過疎地域自立促進特別措置法に基づき16市町村が公示されている。県総面
積の約73％を占め、県の総人口に占める比率は約24％である。

和歌山県の振興山村及び過疎市町村の概要

(注)平成22年国勢調査、2010年腿林業センサス（確定値）林業振興課資料

Ｏ山村の要件（山村振興法(平成19年法律第58号)第2条による定義）
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満。
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること。
※昭和25年２月１日における市町村の区域単位で指定。

Ｏ過疎地域の要件（過疎地域自立促進特別措置法(平成22年法律第３号)第２条）
１(1)かつ(2)に該当する地域
（１）人口要件（以下のいずれかに該当すること）

①昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が30%以上であること。
②昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25％以上で、かつ平阿②昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25％以上で、かつ平成12年の高齢者
』比室(65歳以上)が24％以上。

③昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が25％以上で、かつ平成12年の若年者
‘比室(15歳以上30歳未満)が15％以下であること。
＊ただし、伽の場合、昭和50年～平成12年の25年間で10％以上人口増加している
団体は除く。

④昭和50年～平成12年までの25年間の人口減少率が19％以上であること。
(2)財政力要件

平成10年度から平成12年度の3ケ年平均の財政力指数が0.42以下であり、かつ公営競技
胆益が13億円以下であること。（施行令第１条第２項第１号）

-６７-

区 分 (旧町村数）
市町村数

総面積
(ha)

森林面積
(ha)

総人口
(人）

振興山村地域 (65）
1７ 294,946 272,218 56,395

過 疎 市 町 村 1６ 343,654 296,740 243,141

全 県 3０ 472,629 363,014 1,002,198

塗哩蚕頁 62.4％ 75.0％ 5.6％

竺奥-蓄貫 72.7％ 81.7％ 24.3％



２(1)かつ(2)に該当する地域
(1)人口要件（以下のいずれかに該当すること）

①昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が33％以上であること。
②昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が28％以上で、かつ平成12年の高齢者
比堅(65歳以上)が29％以上。

③昭和40年～平成12年までの35年間の人口減少率が28％以上で、かつ平成12年の若年者
比皇(15歳以上30歳未満)が14％以下であること。
＊ただし、”③の場合、昭和50年～平成12年の25年間で10％以上人口増加している
団体は除く。

④昭和50年～平成12年までの25年間の人口減少率が17％以上であること。
(2)財政力要件

平成10年度から平成12年度の3ヶ年平均の財政力指数が0.56以下であり、かつ公営競技
胆益が20億円以下であること。（施行令第１条第２項第２号）

※市町村単位で指定。
ただし、市町村合併時の財政力指数により、 部地域（旧市町村）での指定となる場合1■■■■

がある。

-６８-



２人口動態

ポイント
人口の動向をみると、我国における昭和30年代からの高度経済成長に伴う大都市圏へ

の人口集中の影響を受け、本県においても人口増加率は極めて低い水準にあったが、昭
和60年をピークとして近年は漸減傾向にある。

このような中にあって、本県の振興山村・過疎地域では昭和35年から昭和45年の10年
間に急激な人口減少がみられ、その後人口減少は鈍化傾向にあるものの依然として今な
お若年層を中心に人口減少が続いている。

過疎市町村及び振興山村と全県の人口

(注)△は減少を示す

資料：平成17年国勢調査、山村カード及び林業振興課・過疎対策謀資料推計

-６９-

地域別
実 数 （ 人 ）

昭和35年 40 4５ 50 5５ 6０ 平成2年 ７ 1２ 1７

全 県 1,002‘1９１ 1,026,975 1.042,736 1,072,118 1,087,012 1,087,206 1,074,325 1,080,435 1,069,912 1,035,969

過疎町村 385.936 338,853 316,722 314.068 311,614 303,419 290,348 282,328 274,154 260,221

振興山村 132,401 113,136 97,019 890068 83,299 78.942 73,698 71,593 68,577 63.321

地域別
増 減 率 （ ％ ）

35～40年 40～4５ 45～5０ 50～5５ 55～6０ 60～H２ H2～H７ H7～H1２ H12～H1７ S35～H1７

全 県 2.5 1.5 2.8 1.4 ０.０ △１．２ ０.６ △１．０ △３．２ 3.4

過疎町村 △１２．２ △６．５ 4０.８ △０．８ △２．６ △４．３ △２．８ △２．９ △５．１ △３２．６

振興山村 △１４．６ △１４．２ △８．２ △６．５ △５．２ △６．６ △２．９ △４．２ △７．７ △５２．２



３山村の年齢別人口の動き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に30%台で

あったものが、現在では10%台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30%を超える地域もあり、急激に高齢化が進

行している。

山村地域の年齢構成の推移
1３2,401

(人）
２１

100％

閏
３

鰯
＝：

り90％

(33副 MM80%

70％ 争 詞

60%

構
成.5０%
比

40%

30％

20％

１０％

0％
35年４０年４５年５０年５５年６０年H２年H7年H12年H17年

図 ０ ～ 1 4 才 園 1 5 ～ 2 9 才 圃 3 0 ～ 4 4 才 日 4 5 ～ 6 4 才 ロ 6 5 才 以 上

資料：山村カード及び林業振興課資料推計
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山村地域の産業

産業別就業人口

振興山村地域の森林及び林業経営体数等

III

１

２

３

４

振興山村地域の農業及び耕地面積等

生活環境（道路現況）
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Ⅱ山村地域の産業
１産業別就業人口

ポイント
・山村地域は、急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく、一般的に生産基盤の整備
が困難である。

・山村地域の就業人口は、県就業人口の約6%である。
、山村地域における第一次産業就業人口の割合は、昭和45年に約50%であったのに対

し、平成22年には20％になった。

’ 圃第一次産業園第二次産業国第三次産業

( 山 村 ）
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平成22年国勢調査及び林業振興課資料推計
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２振興山村地域の森林及び林業経営体数等

ポイント
・振興山村地域の森林面積は272,218haで、全県の森林面積の75.0%と大部分を占める
・振興山村地域、全県ともに、半数以上の林業経営体について、保有山林規模が10ha
未満である。

山村林業の地位

地域別
種別

資料:2010年農林業センサス（確定値）
注）ただし、個人法人等の秘密を保護するため、統計数値が公表されていないものを除く。

保有山林規模別林業経営体数

資料：2010年農林業センサス（確定値）
注）ただし、個人法人等の秘密を保護するため、統計数値が公表されていないものを除く。

-７２-

振興山村地域(A) 全 県 ( B ) (A)/(B)%

森 林 面 積 ( h a ) 272,218 363,014 75.0

林業経営体数（経営体） 1,539 2,650 58.1

林 業 経 営 体 数
振興山村地域
(A)(経営体） 構成比(％） 全県(B)

(経営体） 構成比(％）
(A)/(B)%

０～３ha未満 1４ 0.9 2４ ０.９ 58.3

３～５ha未満 414 26.9 750 28.3 55.2

５～１0ha未満 423 27.5 727 27.4 58.2

１０～２0ha未満 292 19.0 493 18.6 59.2

２０～３0ha未満 160 10.4 232 8.8 69.0

３0～５0ha未満 ９２ 6.0 夕 159 6.0 57.9

50～1"ha未満 7９ 5.1 132 5.0 59.8

1 0 0 h a以上 6５ 4.2 133 5.0 48.9

計 1,539 100.0 2,650 100.0 58.1



３振興山村地域の農業及び耕地面積等

農業就業人口 上段：性別内構成比

素雲垢園謹杏料＃漉壼値）]１０年豊
注）自営農業に主として従事した人数

農 業 経 営 体 数

擢 宗 値 踊 祁 林 霊 振 興 諜 杏 料 林

耕 地 面 積

誰垢園一､ ． 平 成 2 4 年 産 作 物 銃

-７３-

区分 合計
男

計 15～29才 30～59才 60才以上

女

計 15～29才 30～59才 60才以上

振興山村
地域

実 数

構成比

14,572

100.0

7,099
(100.0）

48.7

402
(5.7）
2.8

1,998
(28.1）
1３．７

4,699
(66.2）
32.2

7,473

(100.0)
51.3

189

(2.5）
1.3

2,392

(32.0）
16.4

4,892

(65.5）
33.6

その他の
地域

実 数

構成比

29,251

100.0

14,044
(100.0)

48.0

823
(5.9）
2.8

3,565
(25.4）
1２．２

9,656
(68.8）
33.0

15,207
(100.0）

52.0

369

(2.4）
1.3

4,863
(32.0）
16.6

9,975
(65.6）
34.1

県計
実 数

構成比

43,823

100.0

21,143
(100.0）

48.2

1,225
(5.8）
2.8

5,563
(26.3）
1２．７

14,355
(67.9）
32.8

22,680
(100.0）

51.8

558
(2.5）
1.3

7,255
(32.0）
16.6

14,867
(65.6）
33.9

33.3 33.6 32.8 35.9 32.7 32.9 33.9 33.0 32.9

区 分 販 売 農 家 数 専 業 １ 兼 ２ 兼

振興山村地域
実 数
構成比

7,666
100.0

3,441
44.9

1,315
17.2

2,910
38.0

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

15,541
100.0

6,203
39.9

2,539
16.3

6,799
43.7

県 合 計
実 数
構成比

23,207
100.0

9,644
41.6

3,854
1６．６

9,709
41.8

振興山村地域／県合計 33.0 35.7 34.1 30.0

区 分 計 田 畑(樹木園含む）

振興山村地域
実 数
構成比

11,808
100.0

2,696
22.8

9,112
77.2

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

22,859
100.0

7,583
33.2

15,276
66.8

県 合 計
実 数
構成比

34,667
100.0

1０,２７９
29.7

24,388
70.3



４生活環境（道路現況）

(単位:km・%)
］

（）は、それぞれ改良率及び舗装率である
資料：林業振興課資料推計及び道路統計年報(H20)による

｜

-７４-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 全 体

実 数 構 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

580

391

560

14.3

(67.4）

(96.6）

1,023

848

1,008

7.7

(82.9）

(98.5）

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

338

144

329

8.3

(42.6）

(97.3）

932

658

881

7.0

(70.6）

(94.5）
一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

509

192

465

12.5

(37.7）

(91.4）

961

523

905

7.3

(54.4）

(94.1）

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2,637

836

1,707

64.9

(31.7）

(64.7）

10,317

4,195

8,589

78.0

(40.7)

(83.2）

計

改 良 済

舗 装 済

4,064

1,563

3,061

100.0

(38.5）

(75.3）

13,234

6,224

11,383

100.0

47.0

86.0



資 料

和歌山県の諸指標

森林資源現況表

樹種別面積

森林資源構成表（全県）５条森林

林業生産及び生産額の推移

保安林面積総括表

保安林種毎面積一覧表

民有林林道延長一覧表

林業就業者数の推移

林業地域の指定市町村一覧表

山村地域（振興山村）現況一覧表

山村の観光客数の推移

林務関係行政組織図

森林の公益的機能評価

和歌山県林業関係団体一覧表
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２
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１和歌山県の諸指標

(注2）平成19年３月31日現在、林野庁「森林資源の現況」
※各資料毎の鬮査時点における指標
※数値については全国との比較のため最新のものでない塙合がある

-７５-

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全
(/Bx

国比
100) 本県の順位

l面積
;地理院「都道府県別面穣」 (注1））

千ha 473 37,796 1.3 3０
１

１

画庁 Ｉ林資源の現況｣(注副） ¥ha 364 25,097 1.4 2５
率
卜庁『森林資源の現況｣） ％ 7７ 6６ ■■■■■■ ７

人工林率
(林野庁｢森林資源の現況｣） ％ 6１ 4１ - 1０
人工林面積
(林野庁｢森林資源の現況｣） ¥ha 221 10,347 2.1 1７
民有林人工林面積
(林野庁『森林資源の現況』） 千ha 210 7,983 2.6 1５

民有林人工林蓄積
(林野庁『森林資源の現況｣） 千ｍ３ 73,696 2,227,696 3.3 ９
氏 伺 抑 旱 哩 回 傾 ヨ ツ ハ ÷ 抑 雷 慨 ｌ 繩 目 Ｔ ノ
(林野庁｢森林資源の現況｣） m3/ha 350 279 ９
民有林人工林蓄積(スギ）
(林野庁｢森林資源の現況｣） 千ｍ３ 35,808 1,337,719 2.7 1６

民有林人工林蓄積(ヒノキ）
(林野庁｢森林資源の現況｣） 千ｍ３ 36,445 488,028 7.5 ２
白慶牛産謡
(H23特用林産基礎資料） ｔ 1,261 3,090 40.8 １
さんしよう生産量
(H23特用林産基礎資料） ｔ 364.7 ■ ■ ■ ■ ■ - 一

木酢液生産量(竹酢液を含む）
(H23特用林産基礎資料〉 繩 40,652 2,111,088 1.9 10
乾しいたけ生産量
(H23特用林産基礎資料） ｔ 4.9 3,623.3 ０.１ 3６
生しいたけ生産量
(H23特用林産基礎資料） ｔ 1,100.3 66,629.3 1.7 1７
道密度（民有林）
24年３月31日現在） m/ha 4.5 4.9 一 3１
内公道密度
24年３月31日現在） m/ha 11.2 10.3 - 2１
材生産量
23年木材需給報告害） 千m３ 164 18,290 0.9 2８

材需要量
23年木材需給報告害） ¥m３ 276 24,570 1．１ 3１

外材輸入率（製材用素材）
(H23年木材需給報告書） ％ 38.9 30.0 ー 1７
林業経営体数
(農林水産省『2010年世界農林業センサス｣） 戸 2,650 140,186 1.9 2４
生産林業所得
(平成23年林粟算出額農林水産省大臣官房統計部）

1000万円 233 22,373 1.0 2８



２森林資源現況表
森 林 民

計画対象
国 有 杯森

林
率
妬

域
積
鋤

区
面
仙

合 計材積
(m3)

材積
(m3)

面積
(ha)

面積
(ha) 積

り
材
伽

面積
(ha)

面積
(ha)
345,973 95,931,717363,513 99,316,955 17,540 3,385,238 5322１ 472,629 76.9

3,385,238 345,801 96.563‘734 53276.9 363.341 99.948.972 17.5402２ 472,629

県計 17,531 3.465.638 345.674 97.148.164 5322３ 472‘629 76.8 363.205 100,613,802

98,131,187 532363,033 101,669,627 17.531 3,538,440 345,5022４ 472,629 76.8

30538,440 345,475 99,116,700 53276.8 362,972 102.655.140 17,4972５ 472,629

和歌山市 955.7176.175 1.004.846 ４３５ 49,129 5,740 1０20,923 29.5

海

軍

海南市 ０ 3,922 711.382 3４3,922 711.382 ０1０,１１９ 38.8

紀葵野町 ０ 9,620 3,029,318 ３12,831 75.0 9,620 3.029.318 ０

針 40696‘41843.873 19,717 4,745,547 ４３５ 49,129 19,282 4７44.9

紀の川市 22,327 101658 3,276,02722,824 47.4 10.826 3.298.354 1６８ ３２
那

賀
岩出市 6,857 1.400 221.894 ５3.850 39.1 1,506 228,751 1０７

計 12,333 3.527.106 275 29,184 12,058 3,497,922 ３７26.674 46.2

橋本市 2.363.441 ０ ０ 7,606 2,363,441 １１６13,031 ５８．４ 7,606

かつらぎ町 10,010 3.660.316 ０ ０ 10,010 3,660,316 ３７1５，１７３ ６６．０伊

都
九度山町 3,288 1.036.327 1２74.5 3,288 1.036.327 ０ ０4,412

高野町 544,658 10.795 4,166,176 ５13,708 ９５．０ 13,020 4.710.834 2,225

計 544,658 31,699 11,226,26073.2 33,924 11,770,918 2.225 1７０46‘324
2鋼紀北計 63p3９ 19,42q599116,871 56.5 652974 2qO43570 ２９３５ 6220971

有田市 665 99,747 ６3.692 ６６５ 99,747 ０ ロ1８．０

湯浅町 139,701759 139.701 ０ ０ 759 ２2,080 ３６塵５有

田
広川町 4,924 1,089.6526,531 ７５．４ 4.924 1.089.652 ０ ０ ０

有田川町 158Ｊ07 26.279 7,924,88335,177 ７６．７ 26.975 8.082,990 695 １

計 158.107 32.627 9,253.983 ９47,480 ７０．２ 33.322 9,412.090 695

御坊市 ０ ０ 1,612 223,520 ８4.393 ３６．７ 1.612 223.520

美浜町 ０ ５９９ 97.054 01,279 ４６．８ ５９９ 97.054 、

日高町 6,987 2,985 444.776 ０4.642 ６６．２ 3.072 451.763 8７
［
口
舌
向

由良町 ０ 1.882 303.601 1１3,074 ６１日２ 1,882 303.601 ０

印南町 89,811 7,626 1,754‘985 ５11,363 ７１．４ 8.117 1.8“,796 491

みなく町 12.656 8,009 1,993,438 ４12,026 ６７．２ 8,082 2.006,094 7３

日高川町 245,602 27,739 7,943,420 1０28,999 8.189.022 1.25933‘1６５ ８７．４

計 355,056 50.452 12,760.795 3８７４．９ 52.363 13.115.851 1.91069,942

紀中計 4７2.605 513.163 83,079 22.014.7781”,422 73‘０ 85女684 22,527d941

田辺市 7.840 1.592,017 83,729 25.022,253 5７８９．２ 91,569 26.614.270102,677

白浜町 ０ 16,348 4.642,153 1５６16.348 4.642.153 ０20,104 ８１．３西
牟
婁

上竃田町 9,557 3‘633 19095,958 ０3,689 1.105.515 5６5,749 ６４２

すさみ町 267,035 15,090 4.960.907 ０16,194 5,227.942 1.10417,471 ９２．７

針 1,868,609 118,800 35.721‘271 ２１３127‘800 37.589.880 9.000146,001 ８７．５

新宮市 348,384 21.449 6.184,869 1７23.320 6.533,253 1.87125,543 91.3

那智勝浦町 62,434 15‘846 4.145,822 ０4.208.256 25018.345 87.7 1６．０９６

太地町 ０ ３２５ 71,878 ０325 71.878 ０596 54.5東
牟
婁

古座川町 67,132 27.803 7,706,737 ０28.229 7.773,869 42629,452 95.8

北山村 55.747 ４，１６５ 1.200,645 １4,575 1,256,392 ４１０4.821 94.9

串本町 ０ 10,968 2,650,101 ０2,650,101 ０13,578 80.8 10,968

計 533.697 80,557 21,960,052 1８22,493,749 2‘95792.335 9０-４ 83,514
層 ！

。｜誠鐸I6q083"１’ $紀南針 2312郷02306 199;357 57,6816”３2鯆愈1４ 60,083j629 11.95723劇336 88.7

※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が一致しないことがある。

-７６ -



平成25年４月１日現在
林

林 計 画 対 象 森 林一天̅蕪̅蒜
有

人 口地 域 森一天 ̅王外森林 計 その他
面積
(ha)

極癖％ 平成22年
国勢鯛査材積

(m,
積
り

材
伽

積
鋼

材
く

積
り

材
伽

面積
(ha)

面積
(ha)

面積
(ha)

73.988 345‘441 95,857,729 210.003 75,135,473 130,457 20,722.256 4.980 60.8

209.541 75.684.288 131.004 20,805,45873‘988 345,269 96,489,746 4,725 ６０．７

345.142 97,074,176 208,768 76,181,141 131.643 20.893.035 4,732 ６０．５７３‘988

344｡9７0 98,057,199 208.716 77,084.330 131.531 20,972,869 4‘723 60.573‘988

99,042,712 208.707 77,985.263 131.514 21,057,449 4,722 60.573.988 344‘943 1,002,198

1,487 5.730 954,230 487 121.365 5.050 832,865 １９３ ８．５ 370.364

2”_935 2‘8724,160 3‘888 707,222 ８０５ 424.287 ２１１ 20.7 54.783

3,028,957 6,546 2.661.660 2.533 367.297 538 ６８．１ 10.391３６１ 9.617

19.235 4.690.410 7.838 3.065.960 10.455 1.624.449 942 40.7 435‘538６．００８

5,5064,745 10.626 3.271.282 2.308,391 4.968 962.892 1５２ ５１，８ 65.840

1８１ 60,739 1.197 160.598557 1.395 221.337 1８ 1２．９ 52.882

12,021 3.492.620 5.687 2.369.130 6.165 1.123.490 １６９ ４７．３ 118.7225,302

513‘1247.490 2.342,545 4Ｊ8７ 1.829.421 ２５９９ 1０４ ６３．９ 66.36120‘896

9.973 3.655.210 7.673 3‘339,767 ，.n” 315,“３ 278 ７６．９ 18.2305.106

3.276 1,034,584 2.137 845.884 1.097 188.700 ４２ ６５．２ 4,9631.743

4,165,142 8.459 3.5821559 ２２８０ 582,583 ５１ ７8.４ 3,9751.034 10.790

31‘529 11.197,481 23.056 9.597,630 7,998 1.599,850 475 73.1 93.52928.779

４０,０８９ 360580 15.032J21 盤,618 4b347j789 1.58762,785 19.380.510 ５８．３ 647,789
98,987 1.130 649 97.858760 659 ３ ７ ０．４ 30,592

47321 607 92,162２１８ 757 139,483 1４６ ４ 1９．３ 13,210

2,596 734.203 2.167 355,“９０ 4,924 1.089,652 1６１ ５２８ 7,714

7,924,829 18,659 6,806,217 7,０００ 1.118.6125４ 26.278 620 ７１．０ 27.162

21,404 7,588,8701,032 32,618 9.252,951 10,422 1,664,081 792 ６５．６ 78.678

12.406 1.553３０５ 1.604 ”3:２１５ ３６ 210.809 1５ ２．２ 26‘111

97,054 ７９ 26.671 514 70,383０ 599 ６ 1３．２ 8.077

444.776 374 113.613 2.488 331.163 124 1２．５０ 2.985 7.432

303.144 242 88.368 1.597 214.776４５７ 1.871 ３２ 1２．９ 6,508

1.754.827 3.490 1.191.911 4.113 562.9161５８ 7.621 1８ 45.8 80606

1.993298 3.970 1.456.543 3.964 536.755140 8.005 7２ 49.6 13.470

7.942,942 16.387 6,162,542 11.189 1.780.400４７８ 27.729 1５３ 59.1 10.509

12.759.257 24.577 9.052.054 25.4181.538 50.414 3.707203 420 48.8 80‘713

22.012‘208 45.981 16.640‘924 35.8402,570 83.032 5.371.283 1.211 55.4 159391

25.014･8” 56.638 21.062･149 26,2467.453 83‘672 3.952.651 788 67.7 79,119

4.621.034 9.425 3.591.337 6.71321,119 1６．１９２ 1.029.697 ５５ 58.2 22,696

０ 3,633 1,095‘958 2.694 954.265 913 141.694 2６ 7４．２ 14.807
15,090 4.960'907 10.388 4.209.410 4.660 751.497０ 4３ 68‘８ 4,730

35.692,699 79,144 29,817,161 38,532 5,875.53828,572 118.587 911 66.7 121,352
21,432 6.182‘263 1４．０００ 4.986.960 7.15820606 1.195,303 274 65.3 31.498

15,846 4,145‘822 8.732 3.001,349 6.921０ 1‘144.473 193 55.1 17.080

71,878 1１４ 44.434０ 325 204 27‘4判 ７ 35.1 3,250
27,803 7.706.737 16,355 5,674.704 1１．１２８ロ 2,032,032 319 58.8 3,103

4,164 1.200.494 2.939 1.011.537 1.1301５１ 188,957 9５ 70.6 ４８６

０ 10.968 2.650,10１ 4.860 1.775.473 5.984 874.629 124 44.3 18,249
2,757 80.539 21.957,295 47.001 16,494.457 32,525 5.462.839 1,013 58.4 73.666

｜↑｡924131,329 199‘126 57.649.994 126.146 46311β1８ ７１．０５７ 抑.338377 1心924 63.3 195.018■
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３樹種別面積
平成25年４月１日現在

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

人 工 林 天 然 林然 林

｜
Ｉ

広葉樹計広葉樹計その他
針葉樹スギ 広葉樹

ha

その他
針葉樹

ha

ヒノキ 計 広葉樹

ha

計マツ

ha ha ha ha ha ha haｈａ喝
一
一
鮖
一
１
’
０
｜
肥
禍
一
一
Ｍ
-
０
一
Ｍ
’
’
９
’
１
-
３
-
竺
卵
壹
如
-
０
’
０
’
０
｜
犯
一
釦
-
０
’
０
’
０
-
２
-
１
｜
氾
一
里
翌
一
望
一
配
一
望
０
-
０
一
個
一
一
卵
咽
-
０
｜
劉
一
０
-
９
-
釦
一
鯛

】22い745 池4鯉０県 計 88.735 4５９１ 131,514114.106 1２７５ ” a 7 ” ７璋623 1.246 216201

和歌山市 8４ ４９ 227 127 ４８７ 1‘１１８ １ ３．９３１ 5.050 1.479 4,058海

草
海南市 281 435 ２３ ６６ ８０５ 7６ ０ 2.796 2.872 ８１６ 2.861

紀美野町’ ’７？3.847 2631 ４８ 2０ 6.546 1８ ２４３９ 2.533 6.620 2,459

計 4.212 3.115 ２９８ ２１３ 7.838 1.271 1８ 9.166 10-455 8.914 9.378

紀の川市 2２９１ 2.992 1８１那

賀

4２ 5-506 1．０６１ Ⅷ ３８９３ ４９６８ 6-539 3.935

岩出市 5３ ５３ １ 7４ 1８１ 146 ０ 1.050 1-197 ２５３ 1.124

計 2,344 3.045 1８１ 116 5-687 1２０７ 1４ 4.944 “6５ 6,792 5-060
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

橋本市 1‘883 ２-１２９ ４７４ ３０１ 4.787 997 ９ 1.593 2.599 5衝492 1-893

伊 かつらぎ町 4.652 ２６４７ ２９２ 8１ 7-673 219 １ 1.803 2.022 7,811 1-884

九度山町 952 993 1７４ 1８ Ｚ137 1９１ ３ 903 1.097 2.313 ９２０

都 高野町 3.550 ４５０２ ３９８ 1０ 8368.459 145 1.300 2.280 9.430 1.309

計 11.037 1.33810.271 409 23-056 ２２４２ 1５８ 5.598 7.99Ｂ 25今046 6００７

紀 北 計 ： 一 ” “ １”.謬蹴 １i副８ 738 3丘580 ４J2０ 190 Iｇｊ７ｎ７ 24時6沌 40"5３ 20.445

有田市 ２ ０ ０ １ ３ ８０ ０ ５７０ ６４９ 8２ 570

有 湯浅町 ３８ 1０７ １ ０ 146 ３１ ０ ５７６ ６０７ １７７ 576

広川町 456 2.114 2４ ３ 2.596 1４ ０ ２１５３ 2.167 ２６０８ ２１５５
田 有田川町 １０‘704 7-672 ２４３ 4１ 18.659 293 130 6.576 7.000 1９-０４１ 6.618

計 11200 9,892 ２６８ 4５ 21404 4 肥 130 9８７４ 10.422 21.908 9‘919

御坊市 ９ ２２ ３ 3６ ７４ 【且 Ｌ479’ 1皇553 1０９ 1-480

美浜町 ０ ０ 7９ ０ 7９ ６９ 、 “ ５ ５１４ 148 445

日 日高町 105 ２６３ ４ ２ 374 ２０ 、 2-467 2.488 ３９２ 2.469

由良町 ５０ 190 ０ 242 ３ ２ 1-592 1-597 246１ 1,592

印南町 810 2.667 ９ ４ 3-490 ４９ １ ４-０６３ 4.113 3.537 4.066

音間 みなく町 929 3.015 2４ ２ 3-970 ４ 1３ 3-946 3.964 3.985 3.948

日高川町 7.686 8-475 1７２ 5４ 16.387 7６ 1１６ 加.997 114189 16.526 １１．０５０

計 9.590 14.632 ２９２ 6３ 24-577 296 1３３ 24.989 ２５４１８ 24-943 25.052

34.863紀 中 計 20,7釦 24.524 5 “ 108 26345982 7脚 ３５餌０ 46-851 34.971

田辺市 23-204 ３２３１３ ８３４ 287 56.637 932 486 24.829 26.246 57.768 25.115西

牟

婁

9時807白浜町 2.273 6.748 ３５３ 5１ 9.425 376 ５７ 6-280 6.713 6.331

上富田町 565 1.960 １５８ 1１ 2-694 7２ ０ 840 ９１３ 2.756 851

すさみ町 7．８０６ 290 1２２２８０ 10388 ４０ Ⅱ 4‘619 4.660 10.417 4‘631

計 28.322 48.827 1.635 360 79.1“ 1.420 “ ３ 36.568 3 , 5 ” 80,747 36.928

新宮市 8.069 5.889 ８ 3４ １４.蝿 309 1９６ 6.652 7,158 14.472 6.886

東 那智勝浦町 ４-０４６ 4.563 115 ８ 8.732 ４３ 1９ 6.858 6,921 8.787 6.867

太地町 ６０ 5４ ０ ０ １１４ ６ ロ 1９８ ２０４ 120 １９８

牟 古座川町 ６塁863 9堂134 ３５０ ８ 16-355 2３１ 2４ 10.872 11,128 16.603 １０Ｂ8１

北山村 1.632 1.299 ８ ０ 2939 4９ ０ 1.081 1.130 2.988 1-082

婁 串本町 2９1.360 3.386 ９６ 1８ 4.860 阿蔵 5.946 5鰭984 4.881 5９６３

計 22-030 24-325 ５７８ 6９ 4７．００１ 668 250 31-607 ３２５２５ 47.851 31.676

１２顕蛎Ｉ128愚9８紀 南 計 5u352 ７３J1５１ 2213 429 12ぽ145 2ｐ8９ 793 6＆1756＆1７５１71.05771.057 ’68血“” 血 “

※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が一致しないことがある。
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Ｉ

６保安林面積総括表(数値は平成２５年４月１日現在）
(面積単位:ha)

-８１-

濠興局 市町村名
区域
面積

民有林面イ
５条 2条

Ｉ
計

国有林
面積

合計
舜林
率

人工

林率

保安林面稜
民有林 国有林 愈鉢野庁以外】 合計

保！
＝ 一 ユ

̅ ” 汗

安林Z
■ ■ ■ 一 坐
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Ｉ

計
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０
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２１％
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1１２
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釦
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0４
■■■■

47#

7 “
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43％
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４７％
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０
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７７％
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平成２４年３月３１日現在８民有林林道延長一党表(NO 1）

｣

｜

ま２町村以上にまたがる路線数・林内公道延長の市町村別については、概数である。
- ８４ -

自 動 車 通 ( A )

路 線 数 延 長

林 道

密 度

m/ha

軽 車 道 ( B )

路線数 延 長

作 業 通 ( C )

路線数 延 長

Ｃ

密 度
m/ha

A+B+Ｃ

密 度

m/ha

林内公遊

(D)
延 長

A + D

密 度

ﾛl/ha

Ａ+B+C+，

密度

IMha

民有林

面 積

ha

紀

北

海

草

和 歌 山 市

海 南 市

紀 美 野 町

小 計

那

賀

岩 出 市

紀 の 川 市

小 計

伊

都

栖 本 市

か つ ら ぎ 町

九 度 山 町

商 野 町

小 針
紀 北 計

２（０）
４（０）

2１（２）
2７（２）
１（１）

21(２)
2２（３）

７（０）

1４（２）
４（０）

2１（１）
妬（ ）
9５（8）

1,650

12,674

54,844

691168

2,550

5３ 189

5５ 739

2７ 341

3０ 323

6,483

44,558

108 705

233ｊ６１２

0-２９

3．２３

5．７０

3．５８

1．８２

4．９９

-.4画６２

3．５９

3．０３

1．９７

4.１３

.3＄;4３

3.7０

1７

３

1１

3１

２

１３

1５

１８

７

３

１

2９

7５

26,133

2,460

13,118

41,711

1５ 1３２

2３ 290

3８ 422

2５ 249

6,570

5,300

1,200

38,319

118,452

２

2４

2６

4９

4９

1９

132

３

2９

183

258

5,420

25,234

30.654

53,391

53j３９１

22,622

‘６０ 369

４532

2２ 988

111 511

19§ 556

１．３８

2．６２

1..59

5．０１

4.4３

2．９７

6．０３

1．３８

2．２２

3．５２

3』1０

４．８２

５．２４

９6９

７３３

1２ ６３

1２ 1９

12.24

9．８９

9.７２

4．９６

6．４６

８６１６

8．６８

1６，２５０

560856

321,693

394,799

8,873

75,187

84,061

108,757

97,960

2８ 453

120 ０２７

355 197

834 057

3．１１

１７．７３

39.13

24.03

8．１６

12.05

11.59

17.89

12.82

10.63

15.25

14‘６３

16.93

7．６４

19.74

43.12

２７．７８

18.97

19.24

19.21

24.18

19.50

13.62

17.58

19.36

21.'9１

5,763

3,922

9,622

19,307

1,400

1０ 658

1２ 058

７607

10 ０１０

3,288

10,795

31,700

6３２０６５

紀

中

有

田

有 田 市

湯 浅 町

広 川 町

有 田 川 町

小 計

日

高

御 坊 市

美 浜 町

日 商 町

由 良 町

日 商 川 町

み な ぺ 町

印 南 町
小 計

紀 中 針

1(0)
４（１）
3５（３）

4０（４）

6９（５）

1３（２）
1４（３）

9６（10）
136（14）

630

14,868

136,282

151,780

190,086

２１ ４６１

１８ “ ３

230 390

382 170

0．８３

3．０１

5．１８

4．６５

6．８５

２．６４

2．４６

4．５５

4．５９

０

０

７

1３

2０

０

０

０

０

１５

1１

2１

4７
ワ

6７

０

０

6,712

10j790

17,502

0

０

０

０

21,487

１５ ６６６

2７ 467

6４ 620

8２ 122

5８

9６

154

１

164

2８

1６

209

363

6０９３８５

114,246

174j631

250

172,635

2６ 134

1９ 820

218 839

393 470

12.24

4．３４

5．３５

0．４２

6．２２

3．２２

2．５９

4．３３

4．７３

0．８３

16.61

9．９４

10.5３

13.85

7．７９

8．６５

10.16

10-30

56,898

42,509

63,115

260,420

422.942

85,021

22,093

84,860

48,926

322,301

91,381

77,178

731,759

1,154,７００

85.56

56.54

15.80

15.09

17.６０

52.74

36.82

28.43

25.96

18.47

13.90

12.56

9．０２

8-４６

85.56

56.54

29.40

19.84

23.48

52.74

37.24

28.43

25.96

25.47

19.05

18.74

24.62

24.18

６６５

763

4,935

26,294

32,657

1,612

600

２，９８５

１885

２７ 739

８ 118

７ 646

5０ 585

８３ ２４２

紀

南

西

牟

宴

田 辺 市

白 浜 町

上 窟 田 町

す さ み 町

小 計

東

牟

宴

新 宮 市

串 本 町

那 智 勝 浦 町

太 地 町

古 座 川 町

北 山 村

小 叶

紀 南 計

141（９）
2４（３）

７（０）

3５（２）
207(14）

2１（４）

1７（２）
1９（２）

3３（５）

５（０）

9５（13〉
302(27)

455 244

6７ 545

６325

6９ 785

598 899

９１ ７６６

44,579

６１，０１７

116,500

10,079

323,941

922,840

５．４４

4．１３

1．７４

４．６２

5.０４

４．２８

4．０６

3．８５

４．１９

２．４２

４-０２

4..63

７

７

２

1４

3０

０

10

０

０

1３

０

2３

5３

1８ 065

1０ 720

１９５０

1５ 786

46,521

０

14,830

０

０

22,129

０

36,959

８３,４８０

324

3８

４

2２

388

5５

1６

1３

7１

１

156

544

400 555

4７ 624

２055

1６ 063

466 297

9５ 785

1０ 916

1８ 093

76,754

250

201,798

6鯛,０９５

4．７８

2．９１

0．５７

1．０６

3さ９２

4．４７

1．００

1．１４

2．７６

0.０６

2．５１

3●.３５

10.44

7．７０

2．８４

6．７４

963６

8．７４

6．４１

4．９９

7．７５

2．４８

6．９９

8,４０

829,023

187,240

138,107

155,255

163",626

1700436

129,728

5508“

０

168,778

3ｆ 652

561 438

ly８７】 064

5．３４

15.58

39.76

14.91

16.06

12.22

15.89

７3７

０0０

10 2６

１１ 2２

10 9９

1４．０１

20.34

19.15

40.86

17.02

20.38

16.69

18.24

８5２

０ 0０

1３ 8２

１１ 2８

1３ 9５

17.78

８３ 736

1６ 350

3,633

15,090

118,809

２１，４４９

10,968

15,846

325

27,803

4,164

80,555

199.364

県 合 計 533(49）

5,510

1,544,132

→（奈良県分）

4.471‘951284‘O“ 11165 li257,121 3 , “ 8．９３ 3,859,821 15.63 20.09 345,674



民有林林遺延長一覧表(No ２） 平成２４年３月３１日現在

502（31） 292（37）（）内は２町村以上にまたがる路線数
- ８５ -

自 動 車 通 ( A )

路 線 数 延 長

内 舗 装

路 線 数 延 長

民 有 林

面 積
hａ

林 道

密 度

m/ha

舗装率

％

軽 車 道

路線数 延 長

林 内

道 路
密 度

備考

紀

北

海

草

和 歌 山 市

海 南 市

紀 美 野 町
小 計

那

賀

岩 出 市

紀 の 川 市

小 計

伊

都

橘 本 市

か つ ら ぎ 町

九 度 山 町

高 野 町
・４ 計

紀 北 叶

２(O)
４（０）

２１（２）
２７（２）
１（１）

2１（２）
2２（３）
７（０）
1４(２)

４（０）
2１（１）

4６（３）
９５（８）

】,６５０

1２ ６７４

5４ 844

6９ 168

２550

5３ 189

5５ 739

2７ 341

3０ 323

6,483

44,558

108,705

233,612

３（０〉
1７（２）

2０（２）
１（１）

９（５）
1０（６）
６(O)

1２（２）

２（０）
１６(１)

3６（３）
6６（11）

10,224

4４ 310

5４ 534

１100

2６ 040

2７ 140

2３ 968

2０ 563

２ 886

2５ 666

7３ 083

154,757

5,763

３ 922

９622

1９ 307

１ 400

1０ 658

1２ 058

７607

1０ 010

3,288

10,795

31,700

63,065

０．２９

３ 2３

５7０

３5８

１8２

４．９９

4．６２

3．５９

３0３

１9７

４ 1３

3．４３

３．７０

０．０

80.7

80.8

78.8

43.1

49.0

48.7

87.7

6７ ８

4４ ５

5１ ６

6１ ２

66.:２

1７

３

1１

3１

２

1３

1５

1８

７

３

１

２９

7５

２６，１３３

2,460

1３ 118

４１ 7皿

1５ 132

２３ 290

38,422
２５，２４９

６，５７０

5,300

1,200

鯛 ３１９

11８ ４５２

３-１１

１７．７３

39.13

24503

8．１６

12.05

;11占５９

17.89

12.82

10.63

15.25

1４６３

1６９３

紀

中

有

田

有 田 市

渦 浅 町

広 川 町

有 田 ・ 川 町

小 針

日

高

御 坊 市

美 浜 町

日 商 町

由 良 町

日 高 川 町

み な べ 町

印 南 町
小 計

紀 中 計

１（０）

４（１）
3５（３）
4０（４）

6９（５）
1３（２）

1４（３）
.９６(10)

136（14）

630

140868

136,282

151,.780

190,086

２１，４６１

18,843

230,390

382 170

1 ( O )

１（１）
2０（４）
2２（５）

4６（５）
４（２）

４（３）
5４（10）

7６（15）

630

8,347

101,715

110,692

131,597

15,688

8,429

155D714
、 ■ 殖

266,406

665

763

4,935

26,294

32,657

1,612

600

2,985

1 885

2７ 739

８ 118

７646

5０ 585

８３，２４２

０．８３

例『七 0１
Ｆ酎曲 1８

4と６５

６．８５

2．６４

2．４６

4．５５

4．５９

100.0

56.1

74.6

72‘９

69.2

73.1

44.7

6７ ６

694:７

７

1３

密０

1５

1１

21

4７

6７

６，７１２

10,790

1７ 502

２１０４８７

15,666

27,467

64,620

82,122

85.56

56.54

15.80

15.09

¥17ｂ６０

52.74

36.82

28.43

25.96

18.47

13.90

12.56

1９ 0２

1８ 4６

紀

南

西

牟

婁

田 辺 市

白 浜 町

上 富 田 町

す さ み 町

水 計

東

牟

婁

新 宮 市
串 本 町

那 智 勝 浦 町

太 地 町

古 座 川 町

北 山 村

小 計

紀 南 叶

141（９）
2４（３）
７（０）
3５（２）

207（14）
2１（４）
1７（２）

1９（２）

3３（５）
５（０）

9５（13〉
302（27）

455 244

6７ 545

６ 325

6９ 785

598,899

91,766

“,５７９

61,017

116,500

10,079

323,941

9221840

９５（９）

1２（１）

1４（１）
121（11）

1８（１）
1３（２）
８（２）

2３（４）
４(O)
6６（９）
187（20）

242,612

37,949

7,884

288,445

70,024

30,“４

４３,３００

８１，１６０

８，３３９

233,367

521,812

８３，７３６

16,350

3,633

1５ ０９０

1181８"
２１，４４９

10,968

15,846

325

27,803

4,164

800555

199 ,3 “

5．４４

4．１３

1．７４

4．６２

5 . “

4．２８

4．０６

3．８５

4．１９

2．４２

4．０２

4．６３

53.3

56.2

0.0

11.3

48.2

76.3

68.5

71.0

69.7

82.7

72-0

56.5

７

７

２

1４

30

0

1０

1３

2３

5３

18,065

10,720

1,950

15,786

軟
46,521

０

14,830

22,129

36,959

830480

1５ 3４

15.58

39.76

14.91

1職０６

12.22

15.89

7．３７

0．００

10.26

11.22

10.99

14.01

県 合 計 533（49）
5,510

1,544,132

く

329〈46）
５,５１０

948,485

）←奈良県分

34‘,67414.4ア 613４ 195 28460５４ 15.63



９林業就業者数の推移
林業就業者数の推移(国勢調査結果）

S ４ ５ I S ５ ０ I S ５ O I S ６ ０ I H ２ I H ７ I １ H １ ２ I H １ 7 I H ２ ２
５.９５６I５.01４L４.０７７1３０1９12３1２12.0７８lllJ9３11.０２111.297
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10林業地域の指定市町村一覧表 2013.4.1現在

※過疎地域のデータは過疎対策課資料から
※表中の数字は指定年（月日）

-８７-

流域等 市町村名 振興山村 過疎地域 特定農山村

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市

旧 海 南 市
旧 下 津 町

紀 美 野 町
旧 野 上 町
旧 美 里 町

苛
苛
岡
日
田
日
田

出
の 川
旧 打 田
旧 粉 河
旧 那 賀
旧貴志川
旧 桃 山

岩
紀

橋 本 可
旧 橋 本 計
旧高野口、

か つ ら ぎ 田
旧かつらぎ田
旧 花 園 ＊

九 度 山 田
高 野 田

部
部一一

５

３

４

４

ｓ

８

S.４６-部

S.４６-部

S.４１

S.４４

H18合併による全域指定
(H.18)
(H.12)

H22合併後の全域指定
(H.22)
(H.12)
H､１４
H､１２

H.５．９．２８

H.５.９．２８
H.５.９.２８

H.５.９.２８
H､５．９．２８
H.５.９．２８
H.５．９．２８
H.５.９．２８

H.５．９.２８
H.５.９.２８

H,５．９．２８
H.５.９．２８
H.５.９.２８
H､５．９．２８

紀

中

有

田

日

高

市
町
町
町
町
町
町

田
浅
川

田 川
旧 吉 備
旧 金 屋
旧 清 水

有
湯
広
有

市
町
町
町
町
町
村
村
町
村
町
町

Ⅱ
辺
津
山

ｊ

坊
良
高
浜
川
中
美

高
旧
旧
旧
な べ

旧南部川
旧 南 部

南

御

由

日

美

日

み

印

部
部一一

２

３

４

４

３
８

部

部

部

一

一

一

７

１

０

４

５

４

４

４

４

４

■

○

ｑ

Ｕ

Ｂ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

８

ｓ

H18合併による全域描定
(H､18)
(H.12)
(H.12)

H.２２

H17合併による全域指定
(H.1７)
(H.12)
(H.12)

H､５．９．２８
H.５.９．２８
H.５.９.２８

H.５.９.２８
H.５.９．２８
H.５.９．２８

部一
羽
配
羽
羽
配
配
配

■

●

印

●

由

●

●

H､５．９．２８
H.５.９

Ｈ､５．９
H.５．９
H.５.９

H.５.９
H.５.９
Ｈ､５．９

紀

南

西

牟

婁

東

牟

婁

田 辺 市
旧 田 辺 市
旧 龍 神 村
旧中辺路町
旧 大 塔 村
旧 本 宮 町

白 浜 町
旧 白 浜 町
旧日通川町

上 富 田 町
す さ み 町
新 宮 市

旧 新 宮 市
旧熊野川町

那 智 勝 浦 町
太 地 町
串 本 町

旧 串 本 町
旧 古 座 町

古 座 川 町
北 山 村

部

部

部

部

部

部

｜
’
一
一
一
一

S.44
S.４３
S.４３
S.４２
S.４１

S.４５
S.４４
S.４５
S.４４

部

部

部

部

一

一

一

一
６

２

０

５

拓
糾
網
４
４
４
４

Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
８
８
８

■

■

●

H17合併による全域招定
(H.17)
(H､12)
(H.12)
(H.12)
(H.12)

H22合併後の一部指定

(H.12)H.2２
H.１２

H17合併による全域櫓定
(H.17)
(H.12)
H､２２
H.２２

H17合併による全域指定
(H.12)
(H､12)
H.１２
H､１２

部

H.５.９.２８
Ｈ､５．９．２８
Ｈ､５．９．２８
H.５.９．２８
H.５.９.２８

５．９．２８-
H.５.９.２８
H.５．９.２８
H.５.９.２８

Ｈ

H.５.９.２８
H.５.９.２８
H.５.９.２８

H.５.９.２８
H.５.９.２８
H.５.９.２８
H.５.９.２８



１１山村地域(援興山村)現況一覧表

｜

｜
’

’
１
１

’
」

Ｉ

’

貴料：平成22年国勢餌査、林粟握興課資料、2010年屡林菜センサス〈確定値）

-８８-
’
Ｉ

市町村名 地域名 琵面槙
A(ha)

ー ● ■ ー ■ ー

B(ha)
森林率
B/A

緯人口
C(人）

人 凹 転 座
CﾉＡ 指定年度

市弧田
恢 津
異市旧 田 辺

山
山
山

龍
上
中
下

村神師旧

栖

四

栗
二
近
鮎
富
三
鯖
三

’旧 中 辺 路 町’
’旧 本 宮 町’

旧 大 塔 村

91.452

4.739

25.518

19.846

21,929

19,420

86.036

4.的１

24.337

18‘４９８

21,127

18,073

9４

8４

9５

9３

9６

9３

1３，９１３

1.573

3,719

3.040

3.032

2.549

０．１５

0．３３

O.１５

０．１５

0．１４

0．１３

-

4４

4３

4３

4２

4１
新 宮 市

旧 釿 宮 市

旧 熊 野 川 町

高

置
津

敷
九
玉
三
小

23,104
5,557

17.547

21,847
5,149

16.698

9５
9３

9５

1.926
364

1.562

0．０８
0.07

０､０９

～
4６

“
紀 の 川 市

旧 粉 河 町 I 鞆
旧 桃 山 町 l 細

３．９６８
３，０５８
９１０

3,5閃
2.687

813

8８
8８
8９

718
“４
114

0．１８
0.２０
０．１３

-
4６
4６

町野薬
菌 ヨ町l志旧 野 上

個
曜
■
■
写
■
閃
〃谷 毛

真
細
国
長

Ｉ

旧 美 里 町

紀 7,182
878

6 . 3 “

6‘017
524

5,493

8４
60

8７

1.752
461

1.291

０．２４
0.53

0.20

～
4５

4３
寓 野 町

９

１

高
官
１ ｆ

Ｉ 13.708 12.954 9４ 3,975 ０.２９ 4４
か つ ら ぎ 町

ｎ百一元一雨一肩屍
Ｉ
’
Ｉ 4.7」
’ 4.7」

０
０

4,498
４，４９８

9５
9５

384
384

０．０８
０.０８

4１
４１

有 田 川 町

旧 金 屋 町

旧 渭 水 町

Ｉ
石
岩

垣
倉

五

八
安
岩

幡

随

倉

Ｉ
垣
倉
幡

随

倉

Ｉ 24.0 ７
垣
倉 5,773
幡

随

倉 18.3叫

21.195

４.７６０

16,435

8８

8２

90

5.390

2.267

3.123

０.２２

0．３９

0.１７

-

4２

4３
日 窟 川 町

旧 川 辺 町

旧 中 津 村

旧 美 山 村

’
早 ‘
丹

院
生

船
川

日
中

川 上
寒 川

’ 31.040
院
生 5.472
日
中 8.711

16.857

27,792

４，１４２

7,822

15,828

90

7６

9０

9４

7.409

3.433

2.148

1.828

０.２４

0．６３

0．２５

０.１１

-

4７

4１

4０
み な べ 町

旧 南 部 川 村 渭 川
高 職

6.355

6.355

5.345

5‘３４５

8４

8４

2.047

2,047

０.３２

０．３２

-

4４
印 南 町 １ １真 妻 3.953 3.621 9２ 674 0.１７ 4５
白 涯 町

旧 白 浜 町

旧 日 低 川 町

富
富

東
北
一
二
川

15.186

4,236

10,950

13.586

3,557

10,029

8９

8４

9２

5.340

4.139

1,201

0.35

0.98

0．１１

-

4５

4４
上 面 田 町 Ｉ生 2.045 1‘６１９ 7９ 1.824 0．８９ 4５

す さ み 町
参
都●

周
大
佐
三 15.338 14‘３３９ 9３ 3.786 0.25 4４

那 智 勝 浦 町Ｉ色 川
太 田 12.076 1１，４２０ 9５ 1.593 ０.１３ 4３

古 座 川 町

灘
村
川
川
川

尾

高
明
三
七
小 29.452 28.195 9６ 3.103 0．１１ 4０

上 Ｉ 』 村 北 I L 4.821 4,525 9４ 486 ０.１０ 4５
串

旧
旧

由
。 尽 町
沮 本 町
盲 座 町

和 課
田 原

6,“９
3,586
2.863

5,729
3.264
2,465

8９
9１
8６

2.075
1，１１６
959

０．３２
０.３１
0．３３

～
4６
4２

ロ 6５ 294.946 272,218 9２ 56.395 0．１９ -



副 の 観 元 各 致 の 確 福

繍,繕泊客Hf3日嶋客,憲泊客Hf'日婦客,憲治客Hi8圓婦客,霜泊客18日嶋書
師EM扇ー■■■499.87414.986.2451535,17915,356.4161606q79915｡290.5711671.37316.055.213

雪|:菱|:難|:菱|;淵'溺':淵驚|灘
｢帝､雨啄隈薄

山村

一 己 マ ー ■ ー

- - - ■ 一 両- ▲

詞，

罫賑■■■’23,3231886.364125.15011.144.791123.8361992,496131.92211.146.454

画|職|灘|鍬１;淵溌鯆繍L巡僅鴬
■
■
・
■
９

師 諏 ■ ■ ■ … … 一 諏 一 ” ■ 醗 雨 … ” ■ …
感詞諏̅ﾃｰﾃﾃ1両1[亜日弼､一驚爾癖1『一郭F証EE毘寵聴瞑頸乖雨震…W熊率覇認鯛I森藤W燕腎
E … ■ ■ ■ ー ” … ＝ 而 乖 四 … Ｆ 壺 壱 頚 詞 ロ 悪 日 忍 ＝ 而 扉 T 同 一 研 蕊 阿
藤 霧 罰 ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ … " 魂 一 雨 … ＝ 軍 碗 … 尋 ､ …
河 ﾛ ■ ■ ー " E 唖 雨 一 ｍ ■ … 一 雨 ＝ … ＝ 緬 画 …

門晉舗議讓議議議議議
聡 瞳 歸 ■ ■ ■ ー 販 祠 ﾛ ■ ” 講 副 ＝ 函 … 扉 画 祠 一 応 師 ■ 腕 Z 雨 ＝ 緬 巫 琢 諏 、
雪一=10 ,830130 ,799113 .624154 .296115 .688168 .827165 ,2331324 ,803

里

■ 〃巫叡

Ｌ

塞醒函 饗
資料： 光客動態調査

-８９-



１３林務関係行政組織図

班

班

班

班

班

班

班

班

整
画
銅
》
罐
進
鋤

推

山

づ

村

材

幸

化

林

調

計

山

木

低

緑

治

森

に
課

課

興

備

振

整

’

部
部
部

境
用
産

環
利
林

営
材
用

経
木
特

モ業試験場

道
跨 一 道 路 建 設 課 一 農 林 道 班
局

海 草 振 興 局 一 地 域 振 興 部

那 賀 振 興 局 一 地 域 振 興 部

伊 都 振 興 局 一 地 域 振 興 部
林 業 振 興 グル ープ-E
森 林 土 木 グル ープ

振
興
局

林務課有 田 振 興 局 一 地 域 振 興 部

日 高 振 興 局 一 地 域 振 興 部

西牟婁振興局一地域振興部
■q

東牟婁振興局一地域振興部１
わ と 総 務 課-F¥か 緑

襲の
森 公

わかやま林業労働力確保支援センター林 社

｜
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１４森林の公益的機能評価

’ |
森林の機能 和歌山県 ( 参 考 ） 全 国

0

3,780億円；36.5％
ﾛ

271,200億円；36.2％水源かん養機能
0

3,156億円130.5%
1

282,600億円137.7％土砂流出防止機能
8

1.222億円：11.8％
1

84,400億円111.3%土砂崩壊防止機能
Ｑ

326億円！
0

22,500億円１３.０%保健休養機能 3.1％
0

776億円１７．５％
8

37,800億円i５.０%野生鳥獣保溌機能
■51,400億円;6.9%大気保全機能 1,099億円:１０.６%

ｑ

10,359億円！
0

749,900億円;100%計 100%
※-評価事蔑̅-

１

１

１

２

く

く

森林を対象に、様々な機能を解価する観点から、基本的に代替法を用いて胖価。
代替法は、ある環境サービスを、それと同程度のサービスを提供する財の価格で代替し
て岬価する手法である。

森林の公益的機能の評価額(和歌山県）

大気保全機能
(10.6%).

源かん養機能
（36.5%）

3,780億円

土砂流出
防止機能
（30.5%）

3.156億円

壷料：林業振興課業務資料

-９１ -



１５和歌山県林業関係団体一覧表
平成２５年４月１日現在

在名 称 代表者名 所 地 電話番号

(社）わかやま森林と緑の公社1下 宏l〒641-0024和歌山市和歌浦西２丁目1-221073-448-0505

和歌山県森林組合連合会|美野勝男|〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地|073-424-4351

和歌山県木材協同組合連合会l榎本長治|〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内|073-446-0592

和歌山県木材利用推進協識会|榎本長治|〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内|073-446-0592

和歌山県林材振興協溌会美野勝男〒640 -8585和歌山市小松原通り1-1073 -432 -4111
県庁林業振興課内

紀州材流通促進協誰会美野勝男〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地073-424-4351
県森連内

和歌山県山村振興対策協議会奥田貢〒640 -8263和歌山市茶屋ノ丁2-1073 -431 -0131
町村会事務局

全国過疎地域自立促進連盟仁坂吉伸〒640 -8263和歌山市茶屋ノ丁2-1073 -431 -0131
和 歌 山 県 支 部 町 村 会 事 務 局

和歌山県治山林道協会真砂充敏〒640 - 8 5 8 5和歌山市小松原通り1 - 1 0 7 3 - 4 3 2 - 4 1 1 1
県庁林業振興課内

(公財)和歌山県緑化繼進会|篭急皐婿卑|〒"0-8585和歌山市小松原通り'一､
県庁森林整備課内

073-432-4111

和歌山県木炭協同組合|原正昭|〒649-1534日高郡印南町印南2288-5 0738-42-0017
●

紀州備長炭技術保存会|原正昭|〒649-1534日高郡印南町印南2288-5 0738-42-0017

和歌山県特用林産振興会'三前剛|〒645-００１１日高郡みなく町気佐藤4８ 0739-72-2030

和歌山県山林種苗協同組合細東正明〒640-8585和歌山市小松原通り1-１073-432-4111
県庁森林整備課内

和歌山県水源林造林協議会寺田展治〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地073-424-4351
林業会館内

和歌山県林業研究グループ田中多喜夫〒640-8585和歌山市小松原通り1-１073-432-4111
連 絡 協 議 会 県 庁 林 業 振 興 課 内

林業・木材製造業労働災害榎本長治〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内073-447-2262
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部

グリーンマイスター・滝谷知矢〒649-2103西牟婁郡上富田町生馬1504-10739-83-2022
グ リ ーン ワ ー カ ー 連 絡 協 織 会 わ か や ま 林 業 労 働 力 確 保 支 援 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 内

紀 州 林 業 懇 話 会 原 見 健 也 〒 6 4 4 - 0 0 0 1 事 務 局 御 坊 市 御 坊 8 ５ 0 7 3 8 - 2 2 - 0 0 1 3
野村義夫方

和歌山県みどりの少年団連盟'九鬼勝|〒"0-8585和敬山論小松原通り'-１県庁森林整備課内’073-432-4''’
(敬称略）
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森林・林業および山村の概況
平成25年6月

編集･発行 和歌山県農林水産部森林･林業局林業振興課
〒640-8585和歌山市小松原通一丁目１番地
TELO73-432-4111(大代表）内線(2963)
FAXO73-433-1037

（表紙写真）上段左
上段中
上段右
中段左
中段右
下段左
下段中
下段右

:紀州材を利用した施設(新宮市）
:｢わかやま森林と樹木の日｣記念式典(和歌山市）
:高性能林業機械による間伐材搬出状況(日高川町）
:キノピー教室(すさみ町）
:架線集材研修(白浜町）
:紀州材展(千葉県）
:企業の森(田辺市）
:紀州備長炭

※本書の県地図の一部は｢白地図kenmap｣の地図画像を纏集したものです
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